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“花は心のビタミン”
花育で産地に恩返し
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特 集
この秋食べたい
農家自慢の新作
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

　
　平
和
を
願
う

 

制  

作
社
会
福
祉
法
人

　
　
　健
康
の
森
学
園

シイタケ栽培に用いる原木
(クヌギ・コナラ・シイなど）を花器に活
用しました。原木は適度な長さに切断し、ドリルで深さ３cm
ほどの穴を開け、そこに水分を吸わせたオアシスを詰めます。花の色や向き、
茎の長さなどを考慮し、バランスよくリンドウを差し込んで完成です。
今回はウクライナの平和を願い、国旗をイメージして黄色に染めたリンドウを
加えました。

ポイント
リンドウは草丈が長く段々に
花を付けるので、使いやす
い長さに切ります。下段の
切れ端も裾の部分に飾るこ
とで、より華やかに仕上が
ります。日常生活で

リンドウを楽しんでね！
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Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
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域
を
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気
に
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未
来
を
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く
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同
組
合
／
あ
ぜ
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ち
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か
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知
ら
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／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
信

い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
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情
報

役
員
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

リ
ン
ド
ウ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

新
見
市
哲
多
町

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
リ
ン
ド
ウ
生
産
振
興
協
議
会

会
長
　
奥
山
　
亮
さ
ん

こ
の
秋
食
べ
た
い

農
家
自
慢
の
新
作

推
し
名
物
ま
つ
り

第
17
回
玉
島
直
売
所
ふ
れ
あ
い
朝
市

　
　「
お
な
じ
み
さ
ん
」／
倉
敷
市
玉
島
中
央
町

・
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
動
画
で
フ
ァ
ン
増
や
せ
！

・
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
高
級
菓
子
に

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

ル
ッ
コ
ラ

「
リ
ン
ド
ウ
」

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

リ
ン
ド
ウ
生
産
振
興
協
議
会

245610121418202224

鍋を伏せたような形の荒戸山の裾野に水田が
広がる山間の集落。手前の白いネット（ハチ
避けネット）のあたりがリンドウのほ場

見
市
南
西
部
に
位
置
す
る
哲
多
町
の

中
心
部
か
ら
西
に
進
む
こ
と
約
10
分
。

山
並
み
の
中
に
鍋
を
伏
せ
た
よ
う
な
円
す
い

形
の
山
が
そ
び
え
、
昔
話
を
彷
彿
さ
せ
る

よ
う
な
田
園
集
落
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。

　
阿
哲
富
士
と
呼
ば
れ
る
荒
戸
山（
標
高

７
６
２
㍍
）の
裾
野
に
広
が
る
標
高
６
０
０

㍍
前
後
の
吉
備
高
原
の
一
部
で
す
。
町
中
心

部
か
ら
の
高
低
差
は
４
０
０
㍍
に
及
び
、

冷
涼
で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
冬
に

は
真
っ
白
な
銀
世
界
に
樹
氷
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
周
辺
に
は
金
ボ
タ
ル（
ヒ
メ

ボ
タ
ル
）の
生
息
地
や
ス
ズ
ラ
ン
の
自
生
地

も
あ
り
、
ま
さ
に
自
然
の
宝
庫
で
す
。

　
こ
う
し
た
気
候
と
自
然
環
境
を
い
か
し
、

農
業
は
主
要
な
産
業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
水
稲「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

「
ヒ
メ
ノ
モ
チ
」の
ほ
か
、リ
ン
ド
ウ
・
ト
マ
ト
・

ブ
ド
ウ
と
い
っ
た
地
域
特
産
の
園
芸
作
物
を

栽
培
。
ブ
ラ
ン
ド
和
牛「
千
屋
牛
®  
」の
放
牧

地
や
牧
場
、
養
豚
や
養
鶏
の
施
設
を
抱
え
、

畜
産
の
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

新

新見市哲多町

に
い
み
し

て
っ
た
ち
ょ
う

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
新
見
市
哲
多
町

”阿
哲
富
士
“そ
び
え

夏
涼
し
く
静
か
な
山
間

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

農産物直売所や生産資材店のほ
か、特産「千屋牛®」を味わえる焼
肉店も併設。週末には市外や県
外など遠方からの訪問客でにぎわ
います。

最寄りのJA店舗
「ＪＡあしん広場」
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は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」。Ｊ
Ａ
晴
れ

の
国
岡
山
リ
ン
ド
ウ
生
産
振

興
協
議
会
の
奥
山
亮
会
長
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
花
育
活
動
な
ど
産
地

活
性
化
に
献
身
的
に
尽
く
し
ま
す
。

「
先
輩
ら
の
経
験
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
教
え
、
技
術
な
ど
を
授
か
り
今
が

あ
る
。
恩
返
し
の
つ
も
り
で
貢
献
し

た
い
」と
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
花
に
ふ
れ
あ
い
、
親
し
み
、

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
熱
意
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
新
規
就
農

者
の
支
援
に
も
奔
走
し
ま
す
。

　
奥
山
会
長
は
、
新
規
就
農
で
リ
ン

ド
ウ
の
専
業
化
を
実
現
し
た
第
一
人

者
で
す
。
新
見
花
卉
部
会
の
部
会
長

を
務
め
、Ｊ
Ａ
が
整
え
る
自
動
選
別

機
に
よ
る
共
同
選
花
体
制
を
よ
り
ど

こ
ろ
に
生
産
拡
大
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
品
種
の
開
発
育
成
な
ど
に
試

行
錯
誤
。
今
年
は
西
日
本
豪
雨
の
被

災
前
の
６
万
株
の
生
産
体
制
ま
で
立

て
直
し
、
新
見
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
５
品

種
の
普
及
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
地
域
特
産
の
リ
ン
ド
ウ

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
に
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
毎
年
の
よ
う
に
行
政
や
市
場
な
ど

へ
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
出
向
く
ほ
か
、
昨

年
か
ら
は
地
元
小
学
校
に
も
声
を
掛

け
、
花
を
通
じ
た
学
び
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。「
花
が
好
き
な
人
を

増
や
し
、
家
庭
に
１
輪
で
も
飾
り
、

リ
ン
ド
ウ
が
老
若
男
女
に
広
く
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」と
切
望
。
７

月
に
は
収
穫
や
選
別
の
体
験
、Ｊ
Ａ

選
花
場
の
見
学
を
通
じ
て
児
童
が
紫

に
咲
き
誇
っ
た
花
姿
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
ま
し
た
。

　
新
規
参
入
し
や
す
い
よ
う
気
遣
い

に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
資
材
高

騰
の
中
、
初
期
投
資
を
抑
え
る
た
め
、

栽
培
を
や
め
た
農
家
か
ら
中
古
施
設

を
安
く
譲
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
双
方

の
間
を
取
り
持
ち
、
苗
の
植
え
つ
け

を
手
伝
う
な
ど
助
け
合
い
ま
す
。
奥

山
会
長
は「
困
っ
た
時
に
仲
間
や
Ｊ
Ａ

に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
自
分
の
経
験
や
失
敗

を
糧
に
産
地
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人

を
育
て
た
い
」と
謙
虚
な
姿
勢
を
貫

き
ま
す
。

Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
リ
ン
ド
ウ
生

産
振
興
協
議
会
は
県
内
広
域

で
各
産
地
が
連
携
し
て
技
術
や
品
質

を
高
め
合
お
う
と
、
７
月
21
日
、
初

め
て
の
共
進
会
を
総
社
市
で
開
き
ま

し
た
。
産
地
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
強
化

を
進
め
て
い
き
た
い
各
産
地
の
思
い

を
１
つ
に
実
現
し
ま
し
た
。
１
０
０

以
上
の
生
産
者
組
織
を
抱
え
る
Ｊ
Ａ

の
先
駆
け
と
し
て
協
議
会
を
設
立
し
、

２
年
目
。
共
進
会
を
機
に
産
地
間

の
交
流
に
も
弾
み
を
付
け
ま
す
。
県

知
事
賞
に
は
池
川
博
泰
さ
ん（
新
見

市
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
リ
ン
ド
ウ
は
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
に

普
及
し
ま
す
。
新
見
市
・
真
庭
市
・

美
作
市
・
奈
義
町
・
井
原
市
・
鏡
野

町
・
新
庄
村
・
和
気
町
な
ど
県
中
北

部
を
中
心
に
50
人
が
約
５
㌶
で
栽
培
。

西
日
本
一
の
生
産
量
を
抱
え
、
品
質

の
高
さ
や
花
持
ち
の
よ
さ
か
ら
大
阪
・

広
島
・
岡
山
な
ど
市
場
か
ら
も
強
い

引
き
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
主
産
地
の
新
見
地
区
を

皮
切
り
に
６
月
中
旬
に
出
荷
を
始
め

ま
し
た
。
記
録
的
に
短
い
梅
雨
の
影

響
で
降
水
量
が
少
な
く
、
ほ
場
の
乾

燥
に
よ
る
草
丈
の
伸
長
不
足
や
害
虫

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
積
極
的
な
か
ん
水
や
防
除
な
ど

適
切
な
肥
培
管
理
を
徹
底
。
品
質

良
好
で
協
議
会
全
体
で
１
２
０
万
本

の
出
荷
量
を
見
込
み
ま
す
。
営
農

担
当
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
Ｊ
Ａ

の
重
点
振
興
品
目
と
し
て
３
年
先
に

は
販
売
高
を
１
億
円
に
伸
ば
す
」と

見
据
え
ま
す
。

　
共
進
会
に
は
、
生
産
者
16
人
が

22
点
を
出
品
。「
お
か
や
ま
夢
リ
ン

ド
ウ
」な
ど
９
品
種
の
特
性
を
い
か
し
、

紫
・
白
・
パ
ス
テ
ル
な
ど
の
花
色
が

会
場
を
彩
り
ま
し
た
。審
査
員
は「
草

姿
の
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ
、
花
も
葉
も

鮮
や
か
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
平
年

以
上
の
品
質
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」と

評
価
。
産
地
を
越
え
た
技
術
の
底

上
げ
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
翌
日

に
は
山
手
直
売
所
で
展
示
即
売
し
ま

し
た
。

　
県
知
事
賞
を
除
く
入
賞
者
は
次

の
通
り
。
敬
称
略

▼
優
秀
賞
・Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
会
長
賞

＝
奥
山
亮（
新
見
市
）、同
・Ｊ
Ａ
全
農

お
か
や
ま
県
本
部
長
賞
＝
春
名
政
志

（
美
作
市
）、
同
・Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡

山
組
合
長
賞
＝
山
本
誠（
新
見
市
）

▼
奨
励
賞
・Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
リ

ン
ド
ウ
生
産
振
興
協
議
会
長
賞
＝

（
農
）フ
ァ
ー
ム
や
だ
た
に
鯉
が
窪（
新

見
市
）・
前
島
務（
奈
義
町
）・
谷
村

悦
子（
新
見
市
）

い
け
が
わ

や
ま
も
と

ひ
よ
し

ひ
ろ
や
す

お
く
や
ま

は
る
な

ま
さ
し

や
ま
も
と

こ
い

ま
え
じ
ま 

つ
と
む

た
に
む
ら

え
つ
こ

く
ぼ

ま
こ
と

り
ょ
う

「
花

審査会場を鮮やかに彩るリンドウ（総社市）
奥山　亮さん（45）
おくやま りょう

晴れびと！

JA晴れの国岡山リンドウ生産振興協議会

会　長

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
　
リ
ン
ド
ウ
生
産
振
興
協
議
会 

（
生
産
者
50
人
･
約
５
㌶
で
栽
培
）

“花は心のビタミン”
花育で産地に恩返し

か
き

表紙の説明
リンドウの花姿に顔
をほころばせる奥山
会長と児童

産
地
交
流
に
弾
み

リンドウ
今月の特産品

（上）児童にリンドウの扱い方を説明する奥山会長
（下）リンドウを手にいきいきした表情をみせる児童

リンドウの収穫体験を通じて児童に花の魅力を伝える

Ｊ

初の共進会
県知事賞に池川さん（新見市）

4HAREBARE



は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」。Ｊ
Ａ
晴
れ

の
国
岡
山
リ
ン
ド
ウ
生
産
振

興
協
議
会
の
奥
山
亮
会
長
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
花
育
活
動
な
ど
産
地

活
性
化
に
献
身
的
に
尽
く
し
ま
す
。

「
先
輩
ら
の
経
験
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
教
え
、
技
術
な
ど
を
授
か
り
今
が

あ
る
。
恩
返
し
の
つ
も
り
で
貢
献
し
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い
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フ
ァ
ン
づ
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り
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取
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熱
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農
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援
に
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す
。

　
奥
山
会
長
は
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新
規
就
農
で
リ
ン

ド
ウ
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専
業
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一
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者
で
す
。
新
見
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卉
部
会
の
部
会
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務
め
、Ｊ
Ａ
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選
別

機
に
よ
る
共
同
選
花
体
制
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よ
り
ど

こ
ろ
に
生
産
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
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品
種
の
開
発
育
成
な
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試

行
錯
誤
。
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災
前
の
６
万
株
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産
体
制
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直
し
、
新
見
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
５
品

種
の
普
及
に
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ぎ
つ
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た
。
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域
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ン
ド
ウ
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足
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。
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Ｐ
Ｒ
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け
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通
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す
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花
が
好
き
な
人
を
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し
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り
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リ
ン
ド
ウ
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老
若
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さ
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望
。
７

月
に
は
収
穫
や
選
別
の
体
験
、Ｊ
Ａ

選
花
場
の
見
学
を
通
じ
て
児
童
が
紫

に
咲
き
誇
っ
た
花
姿
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
ま
し
た
。
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双
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仲
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Ｊ
Ａ
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産
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引
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っ
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虚
な
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貫

き
ま
す
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Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
リ
ン
ド
ウ
生

産
振
興
協
議
会
は
県
内
広
域

で
各
産
地
が
連
携
し
て
技
術
や
品
質
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高
め
合
お
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、
７
月
21
日
、
初

め
て
の
共
進
会
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総
社
市
で
開
き
ま

し
た
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産
地
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
強
化
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各
産
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１
０
０
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Ａ

の
先
駆
け
と
し
て
協
議
会
を
設
立
し
、

２
年
目
。
共
進
会
を
機
に
産
地
間

の
交
流
に
も
弾
み
を
付
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。
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５
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岡
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。
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荷
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懸
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２
０
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司
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。
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９
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仕
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。
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と
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自

慢の
逸品です

!!

　「白桃バームクーヘン」や「じぇいえいら～と」、「岡山県産
桃太郎トマトと美星ハムのサンドイッチ」「黄金の果実岡山県
産白桃ゼリー」など特産を使った新商品を発売しました。直
行便事業を活用しながら年間を通じて幅広い層に食材の魅力
を発信します。
　地元企業と協力した各商品の魅力を農家とメーカーの思い
とともに紹介します。

　モモやブドウなどのＰＲ用にオリジナル「ごちそう宝
箱」を作成し、山手直売所などで配布しました。来
店者からは、「モモやバームクーヘンを入れて孫に贈り
たい」と人気でした。

生地より比重が重たい
のでまんべんなく混ぜ、
焼いている間も常に混
ぜる作業は欠かせない

100～160度でじっくり丁寧に約40分。
焼き色などの加減を見るため目が離せない

焼き上げ後、専用機械
で約1時間、ムラをなく
すためゆっくりと回転。
1日寝かせ、味を馴染
ませる

作ったモモを地元の人に味わってもらい、地域
経済の活性化と活力ある農業につなげていき
たいです。

　白桃のみならず小麦粉や米粉、カルピス（株）岡山工場製の発酵バターなど原材料すべて

県産を使っています。最大のこだわりは、味わいを左右する白桃の含有量と焼き加減。試行

錯誤を繰り返し、白桃本来の芳香とバター風味を引き立てつつ、しっとり感を残す芳潤な逸品

に仕上げました。

　倉敷駅前で開かれた西日本豪雨の復興支援イベント「くらしき

真備元気マルシェ」にJAが出店し、「真備の竹炭バームクーヘン」

と「真備のタケノコの水煮」を限定セットとして販売。売り上げの

一部を倉敷市西日本豪雨災害義援金として寄付しました。

暑い時期は
凍らせても、

うまし！

アイスのよう
な食感に。

竹炭バージョ
ンも!

製造現
場に

密 着 ！
ミキサーでペースト状になった白桃

オリジナル
の

焼印が押さ
れて

店頭に並ぶ
よ！

専用オーブンで焼き上げ

4㎝幅にカット

直径約１４㎝・高さ４㎝。何層にも織りなす生地はきめ細かく、オリジンで販売する商
品の中でも、群を抜くしっとり感（ORIGIN、山手直売所「ふれあいの里」、百菜市場
和気店、玉島北直売所「メルカートたまきた果菜館」 ほかで販売）

1ホール…1,850円
（受注で慶事に使える焼印サービスあり）

開
け
た
瞬
間
に
特
産
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
仕
掛
け
も
楽
し
い

「
ご
ち
そ
う
宝
箱
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
農
家（
左
）と
、Ｊ
Ａ
職
員

来
店
者
は「
被
災
地
を
応
援
し
た
い
」と
話
し
た

真備の竹炭パウダーを生地
に重ね、見た目と竹炭のシャ
リシャリ感がインパクトあり!!
（予約販売）

3ST

EP

特集

唯一無二のしっとり、まさに職人技。

桃のぴちぴち直行便に関する詳しい内容はWEBで公開中！！「白桃バームクーヘン」はJAオンラインショップでも販売中。お取り寄せしてみては♪

1

2

地
元
産
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た

白
桃
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

ST

EP

ST

EP

地元メーカーとの
地産地消活動で
生産者・消費者・
メーカー・ＪＡ相互の

四方よし

白桃ならではの
上品な甘みと香りを

楽しんで

ほうじゅん

地元果物を使った商品開発を模索し
ていました。「白桃バームクーヘン」を
通じて果物王国おかやまをＪＡと一緒
に盛り立てる一助を目指します。

バームクーヘン専門店ORIGIN（岡山市）

谷中 真由美 店長

オリジン

たになか まゆみ

吉
備
路
も
も
生
産
組
合

板
敷 

隆
史

　組
合
長

い
た
し
き
た
か
ふ
み

目指すは
SDGs

子どもに「ごちそう宝箱」
直売所で人気

真
備
の
復
興
支
援

マ
ル
シェ
で
販
売

“わたしたちのSDGs”
実践プロジェクト
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開
け
た
瞬
間
に
特
産
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
仕
掛
け
も
楽
し
い

「
ご
ち
そ
う
宝
箱
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
農
家（
左
）と
、Ｊ
Ａ
職
員

来
店
者
は「
被
災
地
を
応
援
し
た
い
」と
話
し
た

真備の竹炭パウダーを生地
に重ね、見た目と竹炭のシャ
リシャリ感がインパクトあり!!
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3ST

EP

特集
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1

2

地
元
産
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た

白
桃
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

ST
EP

ST

EP

地元メーカーとの
地産地消活動で
生産者・消費者・
メーカー・ＪＡ相互の

四方よし

白桃ならではの
上品な甘みと香りを

楽しんで

ほうじゅん

地元果物を使った商品開発を模索し
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谷中 真由美 店長

オリジン

たになか まゆみ

吉
備
路
も
も
生
産
組
合

板
敷 

隆
史

　組
合
長

い
た
し
き
た
か
ふ
み

目指すは
SDGs

子どもに「ごちそう宝箱」
直売所で人気

真
備
の
復
興
支
援

マ
ル
シェ
で
販
売

“わたしたちのSDGs”
実践プロジェクト
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年
間

を通
して楽しめます

!!複数の特産を組み合わせて、消費拡大・ＰＲが同時に行える相乗効果に期待がかかる
（県内おかやまキムラヤ直営店やＪＡ直売所など約80店舗（9月中旬までの期間限定）で販売）

山手直売所の「白桃市場」に
訪れた親子

わが産地は生果での出荷が主体です。品質アップに向けて年
間を通して肥培管理に努めています。それでも選果基準を満た
すのは半分足らずで、栽培の難しさを痛感しながら試行錯誤して
います。見た目が不十分で選果落ちした果実は加工用で活用。
味が濃く香りの強さを自負しています。兼業でも取り組みやすく
少量から手取りになるので、若い人にも積極的に新植を促し、
産地の活性化と耕作放棄地の防止につなげたいです。

　ジェラート醍醐桜の直営牧場で飼育するジャージー種から搾乳したこだわりの牛乳を使用。白

桃を舌触りが滑らかなピューレにし、まるで白桃自体を食べているかのような素材本来の旨味を楽

しめる高級感漂う逸品です。

　「作州黒豆きなこ」は一般的なきな粉よりも強い香りと香ばしさを感じられます。ユズは県内トッ

プ産地の久米南町産を使用。皮と果汁を使うことで、味だけでなくユズ本来の爽やかな香りを楽

しめます。

　近年の健康志向を考慮してライ麦入り食パ
ンを使い、「桃太郎トマト」と「美星ハム」に加え、
レタスやクリームチーズを挟みました。甘味と
酸味のバランスが抜群の「桃太郎トマト」の
ジューシーさと、「美星ハム」の塩味が絶妙に
合わさり、さっぱりとした夏らしさを感じられる
商品です。
　９月１４日まで「ピオーネ」や「シャインマスカッ
ト」、「美星ハム・ソーセージのセット」が抽選
で当たるキャンペーンを展開中。

白桃やジャージー牛乳など特産
を一度に味わえます。生果とは
異なる味わいをお楽しみください。

「作州黒®」は、大粒、風味が豊かでコクあるのが特徴です。天
候に左右されやすく収量が倍にも半分にもなるなど、栽培には
思った通りにいかない難しさがあります。ほぼ手作業のため米よ
りも倍の手間がかかりますが、一粒の種から懸命に手をかけ育
てています。アイスへの加工は、特産の活用の幅が広がり、農
家としてもとても喜ばしい限りです。多くの人に特産をＰＲするきっ
かけづくりとなればうれしいです。

こんな商品も!!

左から、久米南ゆず・岡山県産白桃・作州黒豆きなこ。練れるほど柔らかく溶けたくらいが、おすすめの食べ頃
（山手直売所「ふれあいの里」、百菜市場和気店、玉島北直売所「メルカートたまきた果菜館」ほかで販売）

おかやまキムラヤから発売した、
管内白桃のシロップ漬けを爽や
かなクリームでサンドした贅沢な
サンドイッチ
（8月末まで販売予定）

岡山県産白桃サンド

白桃をそのまま丸ごと使った白
桃ゼリー。谷尾食糧工業株式
会社（和気町）とコラボ。県内
スーパーやJA直売所で販売中

黄金の果実岡山県産
白桃ゼリー

岡山県産白桃　400円
久米南ゆず　350円

作州黒豆きなこ　300円

451円（2個入り）

安全安心でおいしい「桃太郎トマト」を届けられるよ
う、ＧＡＰ（農業生産工程管理）に基づき、一玉ひと

玉を丹精込めて育てています。最
近は気候変動が大きく日々の観察
と手入れに気が抜けません。畑に

はシバ・カヤといった有機質
をしっかり入れて土づくりを施
し、豊かな風味、みずみず
しい果汁に仕上がりました。
子どもたちも「トマトってこん
なにおいしいの」と驚くほどで
す。トマトが料理の主役にな
り、消費が伸びることを期
待しています。

特集

これらの商品は、JA共済の地域貢献活動事業を活用して展開しています。
お問い合わせは、本店営農部まで TEL：086-476-1837

白桃・作州黒豆きなこ・久米南町産ユズ
３つの特産がアイスに。甘すぎず、濃厚さはそのままに

さっぱり、ジューシーな
特産コラボ

作
州
黒
部
会
勝
央
支
部

水
田 

周
二
　副
部
会
長

久
米
南
ユ
ズ
部
会

小
坂 

正
一

　副
部
会
長

ジェラート醍醐桜（真庭市）

山本 英伸さん

特
産
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
が
コ
ラ
ボ

じ
ぇ
い
え
い
ら
〜
と

特
産
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

岡
山
県
産
桃
太
郎
ト
マ
ト
と

美
星
ハ
ム
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

やまもと ひでのぶ

み
ず
た
し
ゅ
う
じ

お
さ
か
し
ょ
う
い
ち

命名
の由
来が
この
クイ
ズで

わか
りや
すく
学べ
たよ！

！

「じ
ぇい
えい
ら～
と」

おい
しそ
うー
！！

9月と10月はJAカードで直売所ご利用が合計15%もお得に！「岡山県産桃太郎トマトと美星ハムのサンドイッチ」キャンペーンはこちら

ラ
ン
チ

や健
康志向で好評で

す！

トマトは４分の1玉を存分に使い、
食べ応え十分。ランチで口にでき
る手軽さも好評で、健康志向の
女性からも人気を集めています。
県産食材を活用することで身近さ
や安心感を消費者に届けられる
のが一番うれしいです。

身

近な
食材で安心感を、

おかやまキムラヤ（岡山市）

藤田 有紀さん・皆木 麻佑さん
ふじた ゆき みなぎ まゆう

阿新トマト部会
井藤 孝久 副部会長と妻の朝子さん
いとう たかひさ あさこ

ひ
と
玉
の
ト
マ
ト
に
丹
精

料
理
の
主
役
と
し
て
味
わ
っ
て

風味が豊かで
コクがある！

品質アップへ産地ぐるみ
濃い味と強い香りが

自慢です！

地産地消！
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

ルッコラ
ピリッとした辛さ、サラダや炒め物に

教えてくれるのは
この人！！

矢掛アグリセンター

山本　彩乃

チェック！サンからのアドバイス
葉を摘み取る方法で収穫すれば、新
芽やわき芽が再生してくるよ。初夏ど
りは、トウ立ちするので株ごと切り取っ
て収穫しよう。
鮮度が落ちやすく長く保存ができない
ので、必要な分だけ摘み取って食べ
てね！

■おすすめ資材

❶化成肥料 14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使えます。
高成分なので少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

種子は小粒で発芽率が高く、直播でも育てやすいのが特長です。
耐寒性はかなり高く、高温には弱いので、夏期には遮光ネットな
どを掛けて栽培すると、良質
な葉が収穫できます。風当た
りの強い場所での栽培は避
けるか、防風ネットなどで対
策しましょう。プランター栽培
にも適した野菜です。

JAに相談して病状や品目に応じた適切な薬剤を選
び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適正に使う。

　
左
右
に
振
り
分
け
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

主
枝
を
、
ひ
も
で
支
柱
に
8
の
字
に
結

び
ま
し
た
。
初
め
て
経
験
す
る
複
雑
な

結
び
方
に
悪
戦
苦
闘
。
ま
た
キ
ュ
ウ
リ

を
初
収
穫
し
、
野
菜
を
育
て
る
大
変
さ

と
収
穫
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が

実
る
の
を
楽
し
み
に
、
積
極
的
に
栽
培

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。左：大きく育ったキュウリを初収

穫する学生
上：花が咲き始めたトウモロコシ

毎月第４水曜日
18時50分～放送

栽培スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●種まき　　　　収穫　　　トンネル

季節によってはコナガ・アブラムシなどの害虫がつきや
すいので、防虫ネットまたは農薬散布して防ぐことが欠
かせない。

発芽するまでの間は水切れを起こさないことが大切。
土の表面が乾いたらこまめに水やりする。種が流れて
しまわないよう注意する。

❶
化成肥料
14-14-14
15g

1列あたりの量

❶
化成肥料
14-14-14
60g

畝の長さ
1mあたりの量

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

杉
村

　亜
依
さ
ん （
1
年
）

す
ぎ
む
ら

あ
い

ベッドまきの場合

ベッドまきの場合

１回目

溝まきの場合

溝まきの場合

❷ 種まき
種をまく前に土を十分に湿らせる。肥料の上に４～５㎝土をかけて鍬で溝の底面を平らにしてから、
種を２㎝間隔ぐらいにばらまく。覆土は0.7～１㎝の厚さにして軽く上から押さえる。

❸ 間引き

❹ 追肥

発芽が揃った頃、間引いて株間を２～３㎝にする。

2回目以降

隣り合う葉が触れ合うタイミングで行う。最後は、
本葉５枚のとき株間８㎝にする。

本葉３～４枚の頃、列間にまいて土に混ぜる。

列間に施し鍬で耕し込む。

べた掛け資材または防虫ネットで覆う。

夏の高温対策と
しても有効。

葉の長さが15㎝
以上に伸びたら
収穫できる。

株ごと切り取る。

❺ 害虫防除

❻ 収穫

春どり栽培 

夏どり栽培 

秋どり栽培 

冬どり栽培 

チェック！
ソラからのアドバイス

茎は細くて弱いので、株元に土を寄せ
て軽く押さえ、風や雨で株が倒れないよ
うにしてね！

堆肥
490～560g

1mあたりの量

油粕
200g

❶ 畑の準備
種まきの２週間くらい前に元肥を入れ、
よく耕す。

油粕

80㎝ 50㎝

15㎝

竹べらで混ぜる

初夏どりの場合

やまもと あやの

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !
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ルッコラ
ピリッとした辛さ、サラダや炒め物に
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て収穫しよう。
鮮度が落ちやすく長く保存ができない
ので、必要な分だけ摘み取って食べ
てね！

■おすすめ資材

❶化成肥料 14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使えます。
高成分なので少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…
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左
右
に
振
り
分
け
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

主
枝
を
、
ひ
も
で
支
柱
に
8
の
字
に
結

び
ま
し
た
。
初
め
て
経
験
す
る
複
雑
な

結
び
方
に
悪
戦
苦
闘
。
ま
た
キ
ュ
ウ
リ

を
初
収
穫
し
、
野
菜
を
育
て
る
大
変
さ

と
収
穫
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が

実
る
の
を
楽
し
み
に
、
積
極
的
に
栽
培

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。左：大きく育ったキュウリを初収
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❶
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食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

杉
村
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依
さ
ん （
1
年
）

す
ぎ
む
ら

あ
い

ベッドまきの場合
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❹ 追肥

発芽が揃った頃、間引いて株間を２～３㎝にする。

2回目以降

隣り合う葉が触れ合うタイミングで行う。最後は、
本葉５枚のとき株間８㎝にする。
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しても有効。
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以上に伸びたら
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株ごと切り取る。
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冬どり栽培 

チェック！
ソラからのアドバイス

茎は細くて弱いので、株元に土を寄せ
て軽く押さえ、風や雨で株が倒れないよ
うにしてね！

堆肥
490～560g

1mあたりの量

油粕
200g

❶ 畑の準備
種まきの２週間くらい前に元肥を入れ、
よく耕す。

油粕
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15㎝
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を
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て
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存
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す
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を
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ず
し
て
保
存
で
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ま
す
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　阿新桃部会は県内では珍しい
「赤いモモ」を生産しています。
畑に反射資材を敷き、果実に袋
を掛けずに栽培。夏の太陽の光
を十分に受け、果皮がほんのり
赤く糖度アップにもつなげます。
「白鳳」「浅間白桃」を中心に
広島や岡山などの市場に８月下
旬まで出荷しました。
　ブランド化に向け、今年は地
元酒造業者などと共同で規格外
品を活用し、リキュールやジュー
スといった新商品を秋に売り出
します。
　農家は「産地は高齢化してい
るので袋を掛けない栽培は省力
化になる。先人から伝わる昔な
がらの赤いモモを守りたい」と
話します。

　JAの直行便事業定着化に向け、新
たにテーマソングが完成しました。
　自然に口ずさめるよう、脳裏に残りや
すく、特産や直行便事業内容が幅広い
世代層に伝わるようにこだわって制作。
「晴ればれ直行便」の名前やJAのコー
ポレートスローガンも盛り込みながら、
多様な特産が選果場から瞬時に直売
所へ届く様子を表現しました。
　動画は、白桃が選果場から「白桃市
場」へ届く様子を再現。子どもが興味
を示しやすいよう、岡山伝来のおとぎ話

「桃太郎」になぞらえました。川から流
れてきた白桃を割ると、桃太郎に扮し
たJAキャラクターがユーモラスにトラッ
クで白桃を運び、農家や消費者も喜ぶ
というもの。遊び心を散りばめながらも、
事業内容をしっかり伝える構成に仕上
げました。
　JAは「直行便事業確立と、JAファン
獲得には、幅広い世代層への周知は
欠かせない。曲の活用を管内直売所に
広げていきたい」と力を込めました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
勝
英
女
性
部
は
、
美
作
市
消
防

本
部
の
協
力
で
、
６
月
下
旬
に
防

火
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
住
宅
や
林
野
火
災
が
連
日
報
道

さ
れ
て
い
る
中
、
改
め
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
企

画
。
部
員
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、Ｄ

Ｖ
Ｄ
視
聴
や
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
煙
が

充
満
す
る
火
災
現
場
か
ら
の
避
難
訓
練
を
体
験
。

消
火
器
は
15
秒
間
し
か
射
出
し
な
い
た
め
初
期
消

火
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に

低
い
体
勢
で
歩
く
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
部
員
は「
火
災
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

心
掛
け
た
い
」と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　
講
師
と
な
っ

た
消
防
士
は

「
火
災
現
場
に

立
ち
会
っ
た
ら
、

落
ち
着
い
て
学

ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
、
身
の

安
全
を
一
番
に

考
え
て
行
動

し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

女
性
部
企
画
の
防
火
研
修
会

火
災
の
怖
さ
を
改
め
て
実
感

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

あ
き
や
ま
よ
う
た
ろ
う

「白桃市場」で流している動画と曲をPRするJA職員

農家の説明を聞きブドウを
収穫する警察官（右）

モ
モ
の
栽
培
方
法
や
出
来
な
ど
を

説
明
す
る
生
産
者（
右
）

ほんのり赤い新見のモモ

モ
モ
・
ブ
ド
ウ
高
級
菓
子
に

千
疋
屋
が
都
内
で
発
売

盗難許さぬ
研修いかし
パトロール強化

　
倉
敷
西
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、

玉
島
警
察
署
と
連
携
し
て
、
防

犯
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
若

手
警
察
官
が
、
ブ
ド
ウ
の
収
穫

を
体
験
。
盗
難
被
害
の
特
徴
を

学
び
ま
し
た
。

　
県
産
の
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
は
、

盗
難
に
遭
う
こ
と
が
多
く
、
生

産
・
出
荷
な
ど
現
状
へ
の
理
解

を
深
め
、
被
害
防
止
と
摘
発
に

役
立
て
ま
す
。

　
盗
難
被
害
に
遭
っ
た
農
家
の

話
も
聞
き
、
警
察
官
は「
農
作

物
へ
の
愛
情
や
苦
労
を
考
え
な
が

ら
、
生
産
者
の
思
い
を
大
切
に

守
り
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　県を代表する主力の特産
ブドウ「ピオーネ」が９月上旬
から、いよいよ出荷本番を
迎えます。昨年の販売実績
を上回るよう、輸出需要や
黒系ブドウの需要の高まり
などを追い風に販売高３８
億円を計画。県南から中北
部へ１２月まで続く長期出荷
リレーで、有利販売へつな
げていきます。
　露地物の出荷を前に、県
南を中心に加温した「ピオー
ネ」を５月下旬から出荷して
います。県内トップ産地びほ
くぶどう生産部会でも７月上
旬に加温物を初出荷。JA
選果員が、主力５㎏箱を色
彩選別カメラによる色つき判定後、房の形や病害虫の有無を調べる２
段階で選果しました。JA担当者は「部会員と市場の架け橋となり、農
家所得の増大を目指す」と力を込めます。
　今季は、歴史的に早い梅雨明け後の連日の酷暑で、色づき酸抜け
ともに順調に進み、出荷は前進傾向の見込み。生産者は「秋の味覚を
消費者にいち早く届け、味わってほしい」とPRします。

　
県
内
最
大
の
出
荷
量
を
誇
る
び
ほ
く
産
「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ

ト
」
の
出
荷
が
６
月
下
旬
に
始
ま
り
ま
し
た
。
高
梁
市
備
中
町
の
ト

マ
ト
選
果
場
で
は
、
担
当
者
が
着
色
や
形
、
傷
な
ど
を
注
意
深
く
確

認
し
、
岡
山
や
関
西
市
場
を
中
心
に
仕
向
け
ま
す
。
68
人
が
10・８

㌶
で
栽
培
。
10
㌃
当
た
り
収
量
11
㌧
以
上
、販
売
数
量
１
０
５
０
㌧
、

販
売
金
額
４
億
８
０
０
万
円
を
目
標
に
、
若
手
対
象
の
栽
培
講
習
な

ど
全
体
的
な
底
上
げ
で
産
地
力
を
高
め
ま
す
。
５
月
の
低
温
で
生
育

は
緩
慢
で
し
た
が
、
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
食
味
も
優

れ
た
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
前
半
は
例
年
通
り
の
出
荷
量
を

見
込
み
、
秋
の
単
価
高
と
な
る
後
半
へ
出
荷
増
を
狙
い
ま
す
。

　
J
A
担
当
者
は
「
市
場
や
消
費
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
確
固
た
る

品
質
を
確
保
し
、
異
常
気
象
に
左
右
さ
れ
な
い
収
量
を
安
定
的
に

出
荷
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

ちょっ♪ちょっ♪直行便♪
テーマソングと動画でファン増やせ！

ブドウ販売高38億円目指し
主力「ピオーネ」、9月本格出荷

「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」

４
億
８
０
０
万
円
へ

がんばろうコールで「鬼退治桃太郎トマト」の
販売好調を祈願する関係者

「
ブ
ル
ガ
リ 

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
ド
ル
チ
・
ボ
ッ
ク
ス
×

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
」。県
産
果
物
な
ど
を
ス

イ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
め
る

消火にあたる
部員

動画は
こちら！

「赤秀」として初出荷したピオーネ「びほく
天空の実り美王®」を確認するＪＡ担当者

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
の
モ
モ
や
ブ
ド

ウ
を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
デ
ザ
ー
ト
が

東
京
都
内
の
高
級
果
物
専
門
店
で
販

売
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
千
疋
屋
総
本
店
と
ブ
ル
ガ
リ
が
手
掛

け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
コ
ラ
ボ
し
た
期
間

限
定
品
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ピ

オ
ー
ネ
・
黄
金
桃
な
ど
８
種
の
選
び
抜

か
れ
た
果
物
を
使
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
伝

統
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
で
す
。
高
品
質

な
果
物
に
こ
だ
わ
り
、
見
た
目
も
鮮
や

か
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
模
し
て
い

ま
す
。
数
量
限
定
・
完
全
予
約
制
で
、

２
段
化
粧
箱
入
り
５
万
円
。
千
疋
屋

総
本
店
日
本
橋
本
店
で
９
月
７
日
ま
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
は
両
社
の
役
員
ら
関
係

者
７
人
が
産
地
を
視
察
。
船
穂
町
ぶ
ど

う
部
会（
倉
敷
市
）と
総
社
も
も

生
産
組
合（
総
社
市
）の
ほ
場
で
、

産
地
の
特
徴
や
栽
培
方
法
な
ど

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
同
生

産
組
合
の
秋
山
陽
太
郎
組
合
長

は「
世
界
ブ
ラ
ン
ド
の
菓
子
と
し

て
評
価
さ
れ
、
果
物
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
場
面
が
増
え
る
。

特
産
の
魅
力
を
広
く
伝
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

新見は「赤いモモ」
リキュール今秋発売

せ
ん
び
き
や
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　阿新桃部会は県内では珍しい
「赤いモモ」を生産しています。
畑に反射資材を敷き、果実に袋
を掛けずに栽培。夏の太陽の光
を十分に受け、果皮がほんのり
赤く糖度アップにもつなげます。
「白鳳」「浅間白桃」を中心に
広島や岡山などの市場に８月下
旬まで出荷しました。
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元酒造業者などと共同で規格外
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スといった新商品を秋に売り出
します。
　農家は「産地は高齢化してい
るので袋を掛けない栽培は省力
化になる。先人から伝わる昔な
がらの赤いモモを守りたい」と
話します。

　JAの直行便事業定着化に向け、新
たにテーマソングが完成しました。
　自然に口ずさめるよう、脳裏に残りや
すく、特産や直行便事業内容が幅広い
世代層に伝わるようにこだわって制作。
「晴ればれ直行便」の名前やJAのコー
ポレートスローガンも盛り込みながら、
多様な特産が選果場から瞬時に直売
所へ届く様子を表現しました。
　動画は、白桃が選果場から「白桃市
場」へ届く様子を再現。子どもが興味
を示しやすいよう、岡山伝来のおとぎ話

「桃太郎」になぞらえました。川から流
れてきた白桃を割ると、桃太郎に扮し
たJAキャラクターがユーモラスにトラッ
クで白桃を運び、農家や消費者も喜ぶ
というもの。遊び心を散りばめながらも、
事業内容をしっかり伝える構成に仕上
げました。
　JAは「直行便事業確立と、JAファン
獲得には、幅広い世代層への周知は
欠かせない。曲の活用を管内直売所に
広げていきたい」と力を込めました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
勝
英
女
性
部
は
、
美
作
市
消
防

本
部
の
協
力
で
、
６
月
下
旬
に
防

火
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
住
宅
や
林
野
火
災
が
連
日
報
道

さ
れ
て
い
る
中
、
改
め
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
企

画
。
部
員
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、Ｄ

Ｖ
Ｄ
視
聴
や
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
煙
が

充
満
す
る
火
災
現
場
か
ら
の
避
難
訓
練
を
体
験
。

消
火
器
は
15
秒
間
し
か
射
出
し
な
い
た
め
初
期
消

火
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に

低
い
体
勢
で
歩
く
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
部
員
は「
火
災
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

心
掛
け
た
い
」と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　
講
師
と
な
っ

た
消
防
士
は

「
火
災
現
場
に

立
ち
会
っ
た
ら
、

落
ち
着
い
て
学

ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
、
身
の

安
全
を
一
番
に

考
え
て
行
動

し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

女
性
部
企
画
の
防
火
研
修
会

火
災
の
怖
さ
を
改
め
て
実
感

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

あ
き
や
ま
よ
う
た
ろ
う

「白桃市場」で流している動画と曲をPRするJA職員

農家の説明を聞きブドウを
収穫する警察官（右）

モ
モ
の
栽
培
方
法
や
出
来
な
ど
を

説
明
す
る
生
産
者（
右
）

ほんのり赤い新見のモモ

モ
モ
・
ブ
ド
ウ
高
級
菓
子
に

千
疋
屋
が
都
内
で
発
売

盗難許さぬ
研修いかし
パトロール強化

　
倉
敷
西
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、

玉
島
警
察
署
と
連
携
し
て
、
防

犯
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
若

手
警
察
官
が
、
ブ
ド
ウ
の
収
穫

を
体
験
。
盗
難
被
害
の
特
徴
を

学
び
ま
し
た
。

　
県
産
の
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
は
、

盗
難
に
遭
う
こ
と
が
多
く
、
生

産
・
出
荷
な
ど
現
状
へ
の
理
解

を
深
め
、
被
害
防
止
と
摘
発
に

役
立
て
ま
す
。

　
盗
難
被
害
に
遭
っ
た
農
家
の

話
も
聞
き
、
警
察
官
は「
農
作

物
へ
の
愛
情
や
苦
労
を
考
え
な
が

ら
、
生
産
者
の
思
い
を
大
切
に

守
り
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　県を代表する主力の特産
ブドウ「ピオーネ」が９月上旬
から、いよいよ出荷本番を
迎えます。昨年の販売実績
を上回るよう、輸出需要や
黒系ブドウの需要の高まり
などを追い風に販売高３８
億円を計画。県南から中北
部へ１２月まで続く長期出荷
リレーで、有利販売へつな
げていきます。
　露地物の出荷を前に、県
南を中心に加温した「ピオー
ネ」を５月下旬から出荷して
います。県内トップ産地びほ
くぶどう生産部会でも７月上
旬に加温物を初出荷。JA
選果員が、主力５㎏箱を色
彩選別カメラによる色つき判定後、房の形や病害虫の有無を調べる２
段階で選果しました。JA担当者は「部会員と市場の架け橋となり、農
家所得の増大を目指す」と力を込めます。
　今季は、歴史的に早い梅雨明け後の連日の酷暑で、色づき酸抜け
ともに順調に進み、出荷は前進傾向の見込み。生産者は「秋の味覚を
消費者にいち早く届け、味わってほしい」とPRします。

　
県
内
最
大
の
出
荷
量
を
誇
る
び
ほ
く
産
「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ

ト
」
の
出
荷
が
６
月
下
旬
に
始
ま
り
ま
し
た
。
高
梁
市
備
中
町
の
ト

マ
ト
選
果
場
で
は
、
担
当
者
が
着
色
や
形
、
傷
な
ど
を
注
意
深
く
確

認
し
、
岡
山
や
関
西
市
場
を
中
心
に
仕
向
け
ま
す
。
68
人
が
10・８

㌶
で
栽
培
。
10
㌃
当
た
り
収
量
11
㌧
以
上
、販
売
数
量
１
０
５
０
㌧
、

販
売
金
額
４
億
８
０
０
万
円
を
目
標
に
、
若
手
対
象
の
栽
培
講
習
な

ど
全
体
的
な
底
上
げ
で
産
地
力
を
高
め
ま
す
。
５
月
の
低
温
で
生
育

は
緩
慢
で
し
た
が
、
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
食
味
も
優

れ
た
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
前
半
は
例
年
通
り
の
出
荷
量
を

見
込
み
、
秋
の
単
価
高
と
な
る
後
半
へ
出
荷
増
を
狙
い
ま
す
。

　
J
A
担
当
者
は
「
市
場
や
消
費
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
確
固
た
る

品
質
を
確
保
し
、
異
常
気
象
に
左
右
さ
れ
な
い
収
量
を
安
定
的
に

出
荷
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

ちょっ♪ちょっ♪直行便♪
テーマソングと動画でファン増やせ！

ブドウ販売高38億円目指し
主力「ピオーネ」、9月本格出荷

「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」

４
億
８
０
０
万
円
へ

がんばろうコールで「鬼退治桃太郎トマト」の
販売好調を祈願する関係者

「
ブ
ル
ガ
リ 

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
ド
ル
チ
・
ボ
ッ
ク
ス
×

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
」。県
産
果
物
な
ど
を
ス

イ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
め
る

消火にあたる
部員

動画は
こちら！

「赤秀」として初出荷したピオーネ「びほく
天空の実り美王®」を確認するＪＡ担当者

　
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
の
モ
モ
や
ブ
ド

ウ
を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
デ
ザ
ー
ト
が

東
京
都
内
の
高
級
果
物
専
門
店
で
販

売
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
千
疋
屋
総
本
店
と
ブ
ル
ガ
リ
が
手
掛

け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
コ
ラ
ボ
し
た
期
間

限
定
品
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ピ

オ
ー
ネ
・
黄
金
桃
な
ど
８
種
の
選
び
抜

か
れ
た
果
物
を
使
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
伝

統
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
で
す
。
高
品
質

な
果
物
に
こ
だ
わ
り
、
見
た
目
も
鮮
や

か
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
模
し
て
い

ま
す
。
数
量
限
定
・
完
全
予
約
制
で
、

２
段
化
粧
箱
入
り
５
万
円
。
千
疋
屋

総
本
店
日
本
橋
本
店
で
９
月
７
日
ま
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
は
両
社
の
役
員
ら
関
係

者
７
人
が
産
地
を
視
察
。
船
穂
町
ぶ
ど

う
部
会（
倉
敷
市
）と
総
社
も
も

生
産
組
合（
総
社
市
）の
ほ
場
で
、

産
地
の
特
徴
や
栽
培
方
法
な
ど

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
同
生

産
組
合
の
秋
山
陽
太
郎
組
合
長

は「
世
界
ブ
ラ
ン
ド
の
菓
子
と
し

て
評
価
さ
れ
、
果
物
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
場
面
が
増
え
る
。

特
産
の
魅
力
を
広
く
伝
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

新見は「赤いモモ」
リキュール今秋発売

せ
ん
び
き
や
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　津山地区の小麦が順調に仕
上っています。種まきの11月中
旬から春先にかけて温暖な気候
に恵まれたほか、梅雨が記録
的に短く、刈取り作業がはかど
りました。製パンに適する「せと
きらら」、製麺用「ふくほのか」とも、
安定した品質を確保できたこと
に加え、作付けが１４０haに拡
大し、収量は前年を５割上回る
５９０tを見込みます。国の経営
所得安定対策を積極的に活用
し、米価下落や輸入品の高騰

を背景に生産意欲も高まっています。玄麦の農産物検査は７
月末で完了し、倉庫は満杯です。県内の業者に出荷する他、
一部は独自ブランド「津山のほほえみ」として直売所を中心に
販売します。担当者は「農家からも実需者からも生産拡大が
期待されている。生産者の顔の見える安全安心な小麦として
販路を広げたい」と展望します。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　まにわ青壮年部の最大の特徴
は、生産者・職員がともに部員と
して活動しているところです。立場
も作っている作物も、考え方も違
う部員が集まることで、見える世界
の幅が広がり、個々の能力を最大
化して地域農業の底上げにつなげ
ていこうと奮闘しています。
　コロナ禍で思うような活動ができ
ない中、昨年はお揃いのポロシャ

ツを作りました。背中にはキャッチ
フレーズ「真庭地上部隊」の文字。
ＪＡグループの雑誌「地上」から名
前をいただきました。農業を生業と
して、地上に根付き、地上に生き
る思いを背に、地域を支えていき
ます。

にしき むねひさ しょうこ
浅原園芸組合（倉敷市）

西木 宗久さん（43）　聖子さん

　子どもが生まれたのを機に就農を決意。見学会で倉
敷市を訪れ、モモ農家の温かい人柄や元気で生き生き
とした姿に憧れ、大阪からＩターンしました。
　２年の研修を経て就農。１年目でまだまだ勉強中です
が、夫婦二人三脚で１０品種のモモを栽培しています。
初めて白桃を食べた時の感動を伝えられるよう、先輩農
家のアドバイスを実践しながら、超弱剪定栽培（岡山自
然流）で、高品質なモモづくりを目指します。
　就農したおかげで健康的になり、家族との時間も増え、
充実した日 を々過ごせています。公私ともに地域ぐるみで
支えられ、いずれは地域に恩返しできるよう力を尽くします。

Vol.5
新しいチカラ新しいチカラ

休日には子どもと
思いきり遊びます

まにわ青壮年部　部長
みうら

三浦 正之さん
まさゆき

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

　
岡
山
東
地
区
は
、
夏
秋
ナ

ス「
筑
陽
」の
生
産
量
が
県
内

最
大
級
。
50
戸
が
3.8
㌶
で
栽
培

し
、
新
規
就
農
者
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
先
輩
農
家
が
枝
管

理
を
指
導
す
る
な
ど
産
地
の
底

上
げ
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
は
、
高
品
質
・

安
定
出
荷
に
向
け
、
生
産
者

が
ほ
場
を
視
察
。
栽
培
管
理

を
確
認
す
る
な
ど
出
荷
最
盛
期

を
前
に
意
識
統
一
を
図
り
ま
し

た
。
生
産
者
は「
技
術
を
高
め
、

秀
品
率
を
上
げ
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。
10
月
末
ま
で
岡
山

市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
す
。

　備南広域農業普及指導センターとくらしき東アグリ
センターは、省力化・環境に優しい農業の栽培体系
確立に向けた「みどりの食料システム戦略（農水省事
業）」の実践に取り組んでいます。
　６月下旬に倉敷市茶屋町の水田９０ａでプラスチッ
ク被覆の代替となる肥料散布（環境配慮）、拡散性の
高い除草剤のドローン散布（省力化）を行いました。
８月には県・市・大型農家に参加を呼びかけ、ほ場
で検討会も開催。環境に配慮した持続可能な農業の
体系づくりを進めます。

　
岡
山
東
女
性
部
は
７
月
中
旬
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
で
一
次
救

命
処
置
を
学
び
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
消
防
署
の
職
員
が「
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
処
置
で

救
え
る
命
が
あ
る
」と
説
明
。
部
員

は
人
形
を
使
い
、
胸
骨
圧
迫
の
方

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
実
習
。

「
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験

し
て
み
る
こ
と
で
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
自
信

が
つ
い
た
」と
話
し
ま
し
た
。

ち
く
よ
う

休日の1
枚

「
作
州
黒
®

」

植
え
つ
け

J
A
が
機
械
貸
出

　
勝
英
地
域
特
産
の
黒
大
豆「
作
州

黒
®
」の
生
産
者
が
６
月
中
下
旬
に

播
種
と
移
植
を
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

は
作
業
省
力
化
の
た
め
、
移
植
機

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
６

年
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
以
降
、
面
積

が
約
５
０
０
㌶
と
、
全
国
有
数
の

産
地
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
勝
央
町
で
1.7
㌶
を
栽
培
す
る
水
田

周
二
さ
ん
は
、「
適
期
に
植
え
る
と

収
量
が
上
が
る
の
で
、
移
植
機
は

欠
か
せ
な
い
」と
話
し
ま
す
。
後
進

の
育
成
に
も
余
念
が
な
く
、
担
い
手

と
協
力
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、

産
地
の
維
持
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

目
揃
え
会
で
曲
が
り
や
ツ
ヤ
・
傷
の
有
無
な
ど
選
果
基
準
を
確
認
す
る
生
産
者

目視で等級選別を行い機械で重量選別を行う選果員

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
除
草
剤
散
布
で

省
力
・
除
草
効
果
を
実
証

力加減やリズムを意識しながら
胸骨圧迫を実践する部員

農業の環境負荷を低減
行政と連携し省力化実証

　
真
庭
女
性
部
蒜
山
支
部
は
６
月
下
旬
、
真

庭
市
で
部
員
９
人
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
作
り
ま
し

た
。
年
３
回
開
く
人
気
の
活
動
で
、
部
員
が

栽
培
し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
７
㌔
を
使
い
、
90
個

を
仕
上
げ
ま
し
た
。
部
員
は「
女
性
部
だ
か
ら

で
き
る
活
動
。
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

コンニャクをゆでる部員

女
性
部
な
ら
で
は

コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
交
流

柔らか夏秋ナス「筑陽」
高品質・安定出荷に力

ちくよう

子
ど
も
も
大
好
き

肉
厚
で
甘
い
ジ
ャ
ン
ピ
ー

直行便で高原の味
「イエローダイヤモンド®」人気

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

一
次
救
命
処
置
を
学
ぶ

移
植
作
業
に
精
を
出
す
水
田
さ
ん（
左
）と
担
い
手

み
ず
た

し
ゅ
う
じ

酢の料理に挑戦
ひと手間で味に変化

　倉敷かさや女性部福田地区フレミズが、
酢を使った料理教室を開きました。エー
コープ商品の酢を使って、「ナスの棒ずし」
「トマトのみそ汁」「ブルーベリーのサワー
ソイミルク」など５品に挑戦。やさしい甘
みとまろやかな酸味を感じるいつもとは違
う料理になり「料理のレパートリーが増え
た。簡単でおいしいので家でも作ってみ
たい」と話しました。

　ＪＡ直行便で７月下旬、蒜山高
原産の朝どれスイートコーン「イエ
ローダイヤモンド®」を輸送し、山
手直売所「ふれあいの里」で販売し
ました。ＰＲ隊「もろこしガールズ」
が、おいしい食べ方や保存方法な
どをＰＲ。初日には2,000本が３０

分で完売する人気ぶりでした。来店者は「昨年から出荷を楽しみにしていた」
とカゴいっぱいに購入していました。

手順を確認しながら
棒ずしを作る部員

　久米ジャンボピーマン部会は、１９戸が
５０aで特産ジャンボピーマン（ジャンピー）
を栽培し、11月下旬まで岡山や大阪・広島・鳥取の市
場へ出荷します。道の駅「久米の里」や直売所でも販売。
ジャンピーは通常の３～４倍のサイズで、長さ１５～２０
㎝、重さ１５０～２５０gもあります。肉厚で甘味があり
子どもも食べやすく、サラダなど生食にも使いやすいの
が特長です。
　土居治部会長は「順調な生育で、大きく形もよく品質
は最高。おいしいジャンピーを食べてほしい」とPRします。

小
麦
５
９
０
㌧
に
増
産

交
付
金
で
手
取
り
確
保

どい おさむ

好天に恵まれ作柄良好な小麦

朝
ど
れ
の「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
®
」を
買
い
求
め
る
来
店
者
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　津山地区の小麦が順調に仕
上っています。種まきの11月中
旬から春先にかけて温暖な気候
に恵まれたほか、梅雨が記録
的に短く、刈取り作業がはかど
りました。製パンに適する「せと
きらら」、製麺用「ふくほのか」とも、
安定した品質を確保できたこと
に加え、作付けが１４０haに拡
大し、収量は前年を５割上回る
５９０tを見込みます。国の経営
所得安定対策を積極的に活用
し、米価下落や輸入品の高騰

を背景に生産意欲も高まっています。玄麦の農産物検査は７
月末で完了し、倉庫は満杯です。県内の業者に出荷する他、
一部は独自ブランド「津山のほほえみ」として直売所を中心に
販売します。担当者は「農家からも実需者からも生産拡大が
期待されている。生産者の顔の見える安全安心な小麦として
販路を広げたい」と展望します。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　まにわ青壮年部の最大の特徴
は、生産者・職員がともに部員と
して活動しているところです。立場
も作っている作物も、考え方も違
う部員が集まることで、見える世界
の幅が広がり、個々の能力を最大
化して地域農業の底上げにつなげ
ていこうと奮闘しています。
　コロナ禍で思うような活動ができ
ない中、昨年はお揃いのポロシャ

ツを作りました。背中にはキャッチ
フレーズ「真庭地上部隊」の文字。
ＪＡグループの雑誌「地上」から名
前をいただきました。農業を生業と
して、地上に根付き、地上に生き
る思いを背に、地域を支えていき
ます。

にしき むねひさ しょうこ
浅原園芸組合（倉敷市）

西木 宗久さん（43）　聖子さん

　子どもが生まれたのを機に就農を決意。見学会で倉
敷市を訪れ、モモ農家の温かい人柄や元気で生き生き
とした姿に憧れ、大阪からＩターンしました。
　２年の研修を経て就農。１年目でまだまだ勉強中です
が、夫婦二人三脚で１０品種のモモを栽培しています。
初めて白桃を食べた時の感動を伝えられるよう、先輩農
家のアドバイスを実践しながら、超弱剪定栽培（岡山自
然流）で、高品質なモモづくりを目指します。
　就農したおかげで健康的になり、家族との時間も増え、
充実した日 を々過ごせています。公私ともに地域ぐるみで
支えられ、いずれは地域に恩返しできるよう力を尽くします。

Vol.5
新しいチカラ新しいチカラ

休日には子どもと
思いきり遊びます

まにわ青壮年部　部長
みうら

三浦 正之さん
まさゆき

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

　
岡
山
東
地
区
は
、
夏
秋
ナ

ス「
筑
陽
」の
生
産
量
が
県
内

最
大
級
。
50
戸
が
3.8
㌶
で
栽
培

し
、
新
規
就
農
者
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
先
輩
農
家
が
枝
管

理
を
指
導
す
る
な
ど
産
地
の
底

上
げ
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
７
月
上
旬
に
は
、
高
品
質
・

安
定
出
荷
に
向
け
、
生
産
者

が
ほ
場
を
視
察
。
栽
培
管
理

を
確
認
す
る
な
ど
出
荷
最
盛
期

を
前
に
意
識
統
一
を
図
り
ま
し

た
。
生
産
者
は「
技
術
を
高
め
、

秀
品
率
を
上
げ
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。
10
月
末
ま
で
岡
山

市
場
を
中
心
に
出
荷
し
ま
す
。

　備南広域農業普及指導センターとくらしき東アグリ
センターは、省力化・環境に優しい農業の栽培体系
確立に向けた「みどりの食料システム戦略（農水省事
業）」の実践に取り組んでいます。
　６月下旬に倉敷市茶屋町の水田９０ａでプラスチッ
ク被覆の代替となる肥料散布（環境配慮）、拡散性の
高い除草剤のドローン散布（省力化）を行いました。
８月には県・市・大型農家に参加を呼びかけ、ほ場
で検討会も開催。環境に配慮した持続可能な農業の
体系づくりを進めます。

　
岡
山
東
女
性
部
は
７
月
中
旬
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
で
一
次
救

命
処
置
を
学
び
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
消
防
署
の
職
員
が「
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
処
置
で

救
え
る
命
が
あ
る
」と
説
明
。
部
員

は
人
形
を
使
い
、
胸
骨
圧
迫
の
方

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
実
習
。

「
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験

し
て
み
る
こ
と
で
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
自
信

が
つ
い
た
」と
話
し
ま
し
た
。

ち
く
よ
う

休日の1
枚

「
作
州
黒
®

」

植
え
つ
け

J
A
が
機
械
貸
出

　
勝
英
地
域
特
産
の
黒
大
豆「
作
州

黒
®
」の
生
産
者
が
６
月
中
下
旬
に

播
種
と
移
植
を
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

は
作
業
省
力
化
の
た
め
、
移
植
機

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
６

年
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
以
降
、
面
積

が
約
５
０
０
㌶
と
、
全
国
有
数
の

産
地
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
勝
央
町
で
1.7
㌶
を
栽
培
す
る
水
田

周
二
さ
ん
は
、「
適
期
に
植
え
る
と

収
量
が
上
が
る
の
で
、
移
植
機
は

欠
か
せ
な
い
」と
話
し
ま
す
。
後
進

の
育
成
に
も
余
念
が
な
く
、
担
い
手

と
協
力
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、

産
地
の
維
持
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

目
揃
え
会
で
曲
が
り
や
ツ
ヤ
・
傷
の
有
無
な
ど
選
果
基
準
を
確
認
す
る
生
産
者

目視で等級選別を行い機械で重量選別を行う選果員

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
除
草
剤
散
布
で

省
力
・
除
草
効
果
を
実
証

力加減やリズムを意識しながら
胸骨圧迫を実践する部員

農業の環境負荷を低減
行政と連携し省力化実証

　
真
庭
女
性
部
蒜
山
支
部
は
６
月
下
旬
、
真

庭
市
で
部
員
９
人
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
作
り
ま
し

た
。
年
３
回
開
く
人
気
の
活
動
で
、
部
員
が

栽
培
し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
７
㌔
を
使
い
、
90
個

を
仕
上
げ
ま
し
た
。
部
員
は「
女
性
部
だ
か
ら

で
き
る
活
動
。
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

コンニャクをゆでる部員

女
性
部
な
ら
で
は

コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
交
流

柔らか夏秋ナス「筑陽」
高品質・安定出荷に力

ちくよう

子
ど
も
も
大
好
き

肉
厚
で
甘
い
ジ
ャ
ン
ピ
ー

直行便で高原の味
「イエローダイヤモンド®」人気

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

一
次
救
命
処
置
を
学
ぶ

移
植
作
業
に
精
を
出
す
水
田
さ
ん（
左
）と
担
い
手

み
ず
た

し
ゅ
う
じ

酢の料理に挑戦
ひと手間で味に変化

　倉敷かさや女性部福田地区フレミズが、
酢を使った料理教室を開きました。エー
コープ商品の酢を使って、「ナスの棒ずし」
「トマトのみそ汁」「ブルーベリーのサワー
ソイミルク」など５品に挑戦。やさしい甘
みとまろやかな酸味を感じるいつもとは違
う料理になり「料理のレパートリーが増え
た。簡単でおいしいので家でも作ってみ
たい」と話しました。

　ＪＡ直行便で７月下旬、蒜山高
原産の朝どれスイートコーン「イエ
ローダイヤモンド®」を輸送し、山
手直売所「ふれあいの里」で販売し
ました。ＰＲ隊「もろこしガールズ」
が、おいしい食べ方や保存方法な
どをＰＲ。初日には2,000本が３０

分で完売する人気ぶりでした。来店者は「昨年から出荷を楽しみにしていた」
とカゴいっぱいに購入していました。

手順を確認しながら
棒ずしを作る部員

　久米ジャンボピーマン部会は、１９戸が
５０aで特産ジャンボピーマン（ジャンピー）
を栽培し、11月下旬まで岡山や大阪・広島・鳥取の市
場へ出荷します。道の駅「久米の里」や直売所でも販売。
ジャンピーは通常の３～４倍のサイズで、長さ１５～２０
㎝、重さ１５０～２５０gもあります。肉厚で甘味があり
子どもも食べやすく、サラダなど生食にも使いやすいの
が特長です。
　土居治部会長は「順調な生育で、大きく形もよく品質
は最高。おいしいジャンピーを食べてほしい」とPRします。

小
麦
５
９
０
㌧
に
増
産

交
付
金
で
手
取
り
確
保

どい おさむ

好天に恵まれ作柄良好な小麦

朝
ど
れ
の「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
®
」を
買
い
求
め
る
来
店
者
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地域 を 元気に！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
決
議
の
中
に
あ

る「
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
の
振
興
と
政
策
の
確
立
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
課
題
の
1
つ
が
、
輸
入
に
頼
る
多
く
の

飼
料
や
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高

騰
や
調
達
の
不
安
定
化
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
対
応
策
と
し
て
、

田
畑
で
栽
培
し
た
飼
料
作
物
を
家
畜
の
飼

料
に
し
、
家
畜
の
堆
肥
を
田
畑
の
肥
料
に

す
る「
耕
畜
連
携
」で
す
。
地
域
内
の
資
源

を
飼
料
や
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

安
定
的
な
調
達
と
、
農
地
や
環
境
の
保
全

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

「
牡
蠣
」の
殻
を
有
効
利
用
し
た
肥
料
を
、

水
稲
作
付
に
利
用
す
る「
循
環
型
農
業
」に

取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い「
里
海
米
」

と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
耕
畜
連
携
」の
一
環
と
し
て
、

稲
子
実
発
酵
飼
料（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）・
稲
発
酵
飼

料（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）・
米
な
ど
を
飼
料
に
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
家
畜
排
せ
つ
物

は
堆
肥
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
の
振
興
と
政
策
の
確
立
っ
て
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

「きぬむすめ」を中心に栽培が
広がる「里海米」

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

初
採
り
の
期
待
を
込
め
て
切
る
ス
イ
カ

ひ
め 

さ
ん

草
刈
り
で
我
が
身
も
畦
も
ダ
イ
エ
ッ
ト

松
原
　
文
子 

さ
ん

じ
い
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
キ
ュ
ウ
リ
腰
曲
り

野
々
上
　
久
美
夫 
さ
ん

孫
が
好
き
新
玉
ど
っ
さ
り
ハ
ン
バ
ー
グ

平
田
　
康
子 

さ
ん

遠
雷
や
　
畑
乾
き
し
　
雨
を
呼
べ

髙
橋
　
雅
樹 

さ
ん

畑
の
中
　
孫
の
笑
顔
が
　
あ
ち
こ
ち
と

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん

初
体
験
　
あ
ぜ
で
モ
グ
ラ
と
　
鉢
合
わ
せ

今
津
　
茂 

さ
ん

准組合員参加企画

山口 愛乃さん

本郷 莉菜さん
山口 愛乃さん

本郷 莉菜さん
山口 愛乃さん

本郷 莉菜さん
山口 愛乃さん

本郷 莉菜さん
左から左から左から左から

久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校
びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部

津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校

早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園

銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん

倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校

鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

福島 恵麻さん福島 恵麻さん福島 恵麻さん福島 恵麻さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん 戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん 木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん 藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん 山下 諒歩さん山下 諒歩さん山下 諒歩さん山下 諒歩さん

ゆげゆげゆげゆげ

ぎんしぶきぎんしぶきぎんしぶきぎんしぶき

しせいしせいしせいしせい

うえだうえだうえだうえだ

岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校

ふくしまふくしまふくしまふくしまきむらきむらきむらきむらとどりとどりとどりとどりたさかたさかたさかたさか あやのあやのあやのあやの そういちろうそういちろうそういちろうそういちろう ゆうたゆうたゆうたゆうた けんとけんとけんとけんと えまえまえまえま

片山 大夢さん片山 大夢さん片山 大夢さん片山 大夢さん
かたやまかたやまかたやまかたやま ひろむひろむひろむひろむ

井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん
いのうえいのうえいのうえいのうえ らむらむらむらむ

奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん
おくはしおくはしおくはしおくはし まりんまりんまりんまりん

ふじもりふじもりふじもりふじもり あむあむあむあむ やましたやましたやましたやました あきほあきほあきほあきほ

生産者さんの畑で
キュウリについて学びました！！

飾り巻きずしづくりに挑戦！

JAの出前授業で
特産のブドウ学ぶ

「ハローの銀沫はじめて畑」で
植えつけや誘引を体験！(真庭市)

第16期
あぐりにこにこスクール

（真庭市）

田植え交流会
田植え体験

モモ収穫体験

親子農業体験
in くらしき東

やまぐちやまぐちやまぐちやまぐち あいのあいのあいのあいの

ほんごうほんごうほんごうほんごう りなりなりなりな

切り口がハートや
星の形のキュウリ
もあったよ！

花柄とクルマをモチーフに
した飾り巻きずしなどに挑
戦しました。最近は家庭で
巻きずしを作ることがなく
なっているので、巻きずし
の作り方を子どもだけでな
く、若い母親世代にも伝え
ていきたいです。

翌日には東京の市場へ
届くことに驚きました。

２００７年の協議会設
立以来、生産者・米
穀販売店・消費者が
続けてきた「顔の見え
る」交流です。コロナ
禍で３年ぶりにみんな
で田植えをしました。

２年ぶりの本格開催!
植えつけや収穫のほ
か、今回はSＤＧｓに
ついても勉強します。

秋のイモ掘
りが

楽しみ！

自然豊かな環境で育っていることを知り、
安心して食べています！「きぬむすめ」を植えたよ！

収穫祭が楽しみ！

ＪＡ晴れの国岡山まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産
振興協議会と「岡山米・晴天の会」・消費者のみなさん

畑に来なければわから
なかった大切な作業が
たくさんありました！

モモの

甘い香り
♪

青壮年部のお兄さんたち
に、苗の植え方を習ったよ！

おいしいお米になってね！

足
を
と
ら
れ
て

泥
だ
ら
け

家
族
に

自
慢
し
た
い
！ 地

域
の
宝
で
す

袋をかけたときより
大きくなってる！！

ぎんしぶき

ふくしまふくしまふくしまふくしま

ほいだほいだほいだほいだ

やすおやすおやすおやすお

千種白鳳（モモ）の
収穫体験

「なると金時」の
苗植え

「千種白鳳」は小学校の裏山
で見つかった品種。袋がけ
や収穫を通して地元の特産
を学んでいます。

ちくさはくほうちくさはくほうちくさはくほうちくさはくほう

新見市立思誠小学校3年生

海
の
向
こ
う
で
も

食
べ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
！
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地域 を 元気に！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
決
議
の
中
に
あ

る「
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
の
振
興
と
政
策
の
確
立
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
課
題
の
1
つ
が
、
輸
入
に
頼
る
多
く
の

飼
料
や
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高

騰
や
調
達
の
不
安
定
化
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
対
応
策
と
し
て
、

田
畑
で
栽
培
し
た
飼
料
作
物
を
家
畜
の
飼

料
に
し
、
家
畜
の
堆
肥
を
田
畑
の
肥
料
に

す
る「
耕
畜
連
携
」で
す
。
地
域
内
の
資
源

を
飼
料
や
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

安
定
的
な
調
達
と
、
農
地
や
環
境
の
保
全

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

「
牡
蠣
」の
殻
を
有
効
利
用
し
た
肥
料
を
、

水
稲
作
付
に
利
用
す
る「
循
環
型
農
業
」に

取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い「
里
海
米
」

と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
耕
畜
連
携
」の
一
環
と
し
て
、

稲
子
実
発
酵
飼
料（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）・
稲
発
酵
飼

料（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）・
米
な
ど
を
飼
料
に
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
家
畜
排
せ
つ
物

は
堆
肥
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
の
振
興
と
政
策
の
確
立
っ
て
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

「きぬむすめ」を中心に栽培が
広がる「里海米」

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

初
採
り
の
期
待
を
込
め
て
切
る
ス
イ
カ

ひ
め 

さ
ん

草
刈
り
で
我
が
身
も
畦
も
ダ
イ
エ
ッ
ト

松
原
　
文
子 

さ
ん

じ
い
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
キ
ュ
ウ
リ
腰
曲
り

野
々
上
　
久
美
夫 

さ
ん

孫
が
好
き
新
玉
ど
っ
さ
り
ハ
ン
バ
ー
グ

平
田
　
康
子 

さ
ん

遠
雷
や
　
畑
乾
き
し
　
雨
を
呼
べ

髙
橋
　
雅
樹 

さ
ん

畑
の
中
　
孫
の
笑
顔
が
　
あ
ち
こ
ち
と

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん

初
体
験
　
あ
ぜ
で
モ
グ
ラ
と
　
鉢
合
わ
せ

今
津
　
茂 

さ
ん
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本郷 莉菜さん
山口 愛乃さん

本郷 莉菜さん
左から左から左から左から

久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校久米南町立弓削小学校
びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部びほく女性部高梁主幹支部

津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校津山市立河辺小学校

早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園早島町立早島幼稚園

銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん銀沫生産者 福島 康夫さん

倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校倉敷市立穂井田小学校

鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園鏡野町立かがみの中央こども園

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

銀沫ねばり隊隊長
よしもと住みます芸人

ハロー植田さん

福島 恵麻さん福島 恵麻さん福島 恵麻さん福島 恵麻さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん田坂 彩乃さん 戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん戸取 創一朗さん 木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん木村 優太さん　謙仁さん 藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん藤森 亜夢さん 山下 諒歩さん山下 諒歩さん山下 諒歩さん山下 諒歩さん

ゆげゆげゆげゆげ

ぎんしぶきぎんしぶきぎんしぶきぎんしぶき

しせいしせいしせいしせい

うえだうえだうえだうえだ

岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校岡山市立千種小学校

ふくしまふくしまふくしまふくしまきむらきむらきむらきむらとどりとどりとどりとどりたさかたさかたさかたさか あやのあやのあやのあやの そういちろうそういちろうそういちろうそういちろう ゆうたゆうたゆうたゆうた けんとけんとけんとけんと えまえまえまえま

片山 大夢さん片山 大夢さん片山 大夢さん片山 大夢さん
かたやまかたやまかたやまかたやま ひろむひろむひろむひろむ

井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん井上 蘭夢さん
いのうえいのうえいのうえいのうえ らむらむらむらむ

奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん奥橋 茉凜さん
おくはしおくはしおくはしおくはし まりんまりんまりんまりん

ふじもりふじもりふじもりふじもり あむあむあむあむ やましたやましたやましたやました あきほあきほあきほあきほ

生産者さんの畑で
キュウリについて学びました！！
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JAの出前授業で
特産のブドウ学ぶ

「ハローの銀沫はじめて畑」で
植えつけや誘引を体験！(真庭市)
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in くらしき東

やまぐちやまぐちやまぐちやまぐち あいのあいのあいのあいの
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切り口がハートや
星の形のキュウリ
もあったよ！

花柄とクルマをモチーフに
した飾り巻きずしなどに挑
戦しました。最近は家庭で
巻きずしを作ることがなく
なっているので、巻きずし
の作り方を子どもだけでな
く、若い母親世代にも伝え
ていきたいです。

翌日には東京の市場へ
届くことに驚きました。

２００７年の協議会設
立以来、生産者・米
穀販売店・消費者が
続けてきた「顔の見え
る」交流です。コロナ
禍で３年ぶりにみんな
で田植えをしました。

２年ぶりの本格開催!
植えつけや収穫のほ
か、今回はSＤＧｓに
ついても勉強します。

秋のイモ掘
りが

楽しみ！

自然豊かな環境で育っていることを知り、
安心して食べています！「きぬむすめ」を植えたよ！

収穫祭が楽しみ！

ＪＡ晴れの国岡山まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産
振興協議会と「岡山米・晴天の会」・消費者のみなさん

畑に来なければわから
なかった大切な作業が
たくさんありました！

モモの

甘い香り
♪

青壮年部のお兄さんたち
に、苗の植え方を習ったよ！

おいしいお米になってね！

足
を
と
ら
れ
て

泥
だ
ら
け

家
族
に

自
慢
し
た
い
！ 地

域
の
宝
で
す

袋をかけたときより
大きくなってる！！
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千種白鳳（モモ）の
収穫体験

「なると金時」の
苗植え

「千種白鳳」は小学校の裏山
で見つかった品種。袋がけ
や収穫を通して地元の特産
を学んでいます。
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新見市立思誠小学校3年生

海
の
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こ
う
で
も

食
べ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
！

19 HAREBARE



　
令
和
４
年
度
７
月
期
理
事
会
を
７
月
29
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
倉
敷
か
さ
や
統

括
本
部
】西
阿
知
支
店
及
び
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
建
て
替
え
／
第
２
号
議
案
：【
び
ほ
く
統

括
本
部
】田
土
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
色
彩
選
別
機
更

新
／
第
３
号
議
案
：【
新
見
統
括
本
部
】農
業

倉
庫
再
編
整
備
に
伴
う
米
低
温
倉
庫
の
新
築

／
第
４
号
議
案
：【
真
庭
統
括
本
部
】【
津
山
統

括
本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡

大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ

ド
ウ
）／
第
５
号
議
案
：
資
産
査
定
規
程
の
一

部
変
更
／
第
６
号
議
案
：
退
任
理
事
に
対
す

る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
／
第
７
号
議
案
：

理
事
に
対
す
る
貸
付
／
第
８
号
議
案
：
令
和
３

年
度
岡
山
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
状
況
報
告
／
第
９
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
６
月
末
事
業
実
績

／
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
２
０
２
１
事
業
年

度
末
基
準
）結
果
報
告
／
相
談
・
苦
情（
令
和

４
年
度
第
１
四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４

年
度
第
１
四
半
期
）／
反
社
会
的
勢
力
排
除
対

応
・
管
理
先
対
応
状
況（
令
和
４
年
度
第
１
四

半
期
）／
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出（
令
和
４
年
度

第
１
四
半
期
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
／
そ
の

他（
①
令
和
４
年
度
統
括
本
部
総
代
会
事
前
説

明
会
等
の
主
な
意
見
／
②
津
山
発
電
所
導
水

路
第
３
期
補
修
工
事
の
入
札
延
期
）

　
国
税
庁
で
は
毎
年
、
全
国
の
民
有
地
に
つ
い

て
土
地
な
ど
の
評
価
額
の
基
準
と
な
る
路
線
価

及
び
評
価
倍
率
表
を
定
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
分
の
路
線
価
図
な
ど
に
つ
い
て
は
、

７
月
１
日（
金
）か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
加
入
で

き
る
公
的
年
金
で
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
所
得
税
や

住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
業
者
年
金
基
金

（
専
門
相
談
員
：
０
３
ー
３
５
０
２
ー
３
１
９
９
）

ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
白
桃
や
ブ
ド
ウ
、

夏
秋
ト
マ
ト
な
ど
の

特
産
が
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
る
の
を
目

前
に
控
え
、
７
月
中

旬
に
常
勤
役
員
ら
が

地
元
市
場
や
東
京
・

大
阪
な
ど
主
要
市

場
を
連
日
訪
問
し

ま
し
た
。
役
員
自
ら
仲
買
人
な
ど
市
場
関
係

者
に
産
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
石
我
組
合
長
は
、「
市
場
と
も
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
に

喜
ば
れ
る
方
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
」と
話
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
7
月
22
日
、
生
産
資
材
高

騰
対
策
な
ど
を
与
党
に
要
請
す
る
Ｊ
Ａ
緊
急
全

国
大
会
を
東
京
都
内
で
開
き
ま
し
た
。
全
国
の

Ｊ
Ａ
代
表
者
ら
が
参
加
し
、
肥
料
高
騰
対
策
の

創
設
、
化
学
肥
料
を
節
減
す
る
環
境
調
和
型

農
業
や
堆
肥
の
利
用
促
進
へ
の
支
援
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
県
選
出

与
党
国
会
議
員
９
人
を
訪
問
し
、
要
請
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
適
正
な
使
い
方
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
作
業
時
は
腰
タ
オ
ル
な
ど
巻
き
込
ま
れ
や
す

い
も
の
は
さ
け
る

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
袖
口
を
締
め
る

□
詰
ま
っ
た
ワ
ラ
を
取
り
除
く
場
合
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る

□
畦
畔
を
乗
り
越
え
る
時
は
低
速
度
で
直
角
に

行
い
、
溝
や
あ
ぜ
を
渡
る
場
合
は
あ
ゆ
み
板

を
使
用
す
る

□
あ
ゆ
み
板
で
の
ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
下
ろ
し
は

ゆ
っ
く
り
と
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
レ
バ
ー
・
副
変

速
レ
バ
ー
は
操
作
し
な
い

□
共
同
作
業
者
や
補
助
者
の
位
置
を
常
に
確

認
し
、
始
動
時
に
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
で
合

図
す
る

□
方
向
転
換
の
際
は
、周
囲
の
安
全
確
認
を
徹

底
す
る

□
夕
暮
れ
時
に
は
、早
め
に
ラ
イ
ト
を

　
点
灯
す
る

　
令
和
3
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
全
国
表
彰
で
、
渉
外
担
当
職
員
11
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
提
案
を
通
じ

て
、地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
。

▼
藤
原
貴
光
・
中
浜
光
将
・
長
谷
川
大
耀
・

藤
原
司
・
田
辺
正
樹（
通
算
表
彰
10
回
該
当
）・

小
野
健
太
・
宮
田
秀
真
・
土
門
江
美
・
小
川

雅
之
・
土
岐
辰
弥
・
川
﨑
宏
平（
通
算
表
彰
10

回
該
当
）

理
事
会
だ
よ
り

支
店
建
て
替
え
、
農
業
施
設
の
整
備
ほ
か

国
税
庁
H
P
で
路
線
価
図
な
ど
公
開

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
場
と
協
力
体
制
強
め
る

青
果
物
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

肥
料
高
騰
対
策
万
全
に

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

豊
か
な
老
後
に
備
え
て

「
農
業
者
年
金
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か

J
A
共
済
の
全
国
表
彰
に
11
人

も
っ
と
助
け
合
い
の
輪
を

和牛子牛セリ市況

成　績

※飼料高止まり肥育農家の購買意欲低く前月比2万1,787円安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

816,200円
898,700円
898,700円

515,900円
670,556円
600,207円

288㎏
311㎏
301㎏

最高価格 平均価格
123
146
269

7月22日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

ふ
じ
わ
ら

ふ
じ
わ
ら
つ
か
さ

た
か
み
つ

お
の

け
ん
た

ま
さ
ゆ
き

ど
き

た
つ
や

か
わ
さ
き
こ
う
へ
い

み
や
た

し
ゅ
う
ま

ど
も
ん

え
み

お
が
わ

た
な
べ

ま
さ
き

な
か
は
ま

は
せ
が
わ

た
い
よ
う

み
つ
ま
さ

大阪市場を訪問した石我組合長（中央）ら

作業に適した服装

代表理事専務　内藤　敏男 （ないとう　としお）
防
ご
う
！
農
作
業
事
故

コ
ン
バ
イ
ン
編

STOP
農作業事故

飼料高対策、和牛全共に全力を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

◀

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
２
年
目
で
す
。
１
年
目
は
支
店
で
信

用
・
共
済
の
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。今
年
３
月
か
ら
、

び
ほ
く
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
販
売
課
に
配
属
さ
れ
、

園
芸
作
物
の
販
売
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
び
ほ
く
統
括
本
部
管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
物

の
販
売
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
学
び
を
深

め
て
い
く
毎
日
で
す
。

　
管
内
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
。
び
ほ
く
地
域
は
県
内
有
数
の
産
地
で
あ
り
、
県

産
出
荷
量
の
約
30
％
が
び
ほ
く
産
ブ
ド
ウ
で
す
。

「
ピ
オ
ー
ネ
」に
お
い
て
は
、
赤
秀「
美
王
®
」、

さ
ら
に
そ
の
上
を「
特
秀
」と
し
、
外

観
や
味
が
特
に
優
れ
た
最
上
級
品
と

位
置
づ
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
誇
る
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

び
お
う

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

全農岡山県本部　大阪事務所
所　長 豊田　晃大

とよた こうだい

　
生
産
者
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
今
年
の

モ
モ
の
出
来
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

６
月
前
半
頃
ま
で
は
、〝
10
年
来
の
豊
作
〞

と
の
情
報
で
し
た
が
、
元
々
の
着
果
量
の

多
さ
に
加
え
、
例
年
に
な
い
降
水
量
の
少

な
さ
で
小
玉
傾
向（
数
量
減
）の
現
状（
７

月
10
日
時
点
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
に
お
い
て
は
、量
販
さ
れ
る
山
梨
産
、

地
元
感
覚
の
和
歌
山
産
が
モ
モ
の
２
大
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
乳
白
色
で
滑
ら

か
食
感
の
岡
山
白
桃
を
店
頭
で
扱
い
た
い

と
の
要
望
は
、
果
実
専
門
店
や
ス
ー
パ
ー

の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
地

勢
上
、
岡
山
県
に
所
縁
の
あ
る
方
が
多
く

居
住
し
、
郷
土
の
モ
モ
を
食
べ
た
り
贈
っ

た
り
し
た
い
と
い
う
需
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
中
華
圏
で
も
孫
悟
空
の
食
べ
た
不
老
不

死
の
実（
蟠
桃
の
よ
う
で
す
）と
し
て
引
き

合
い
が
強
く
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
箱
の
ほ
か
、
化

粧
箱
の
形
で
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
海
外
で
も
、「
清
水
白
桃
」は
別
格

の
扱
い
を
受
け
て
い
る
人
気
の
品
種
で
す
。

贈
り
も
の
に「
岡
山
の
白
桃
」

海
外
で
も
人
気

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
に
集
ま
っ
た
県
産
の

モ
モ
。専
門
店
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
の
要
望
も
多
い

　「なぎビーフ®」を生産する奈義町の（農）伍協牧場を訪問
しました。牛舎がきれいで肉牛もよく育っていて感動しました。
世界情勢の不安定化が影響して、飼料代が1.8倍に高騰し、
経営への逼迫を危惧しています。JAグループは飼料会社４
社を経営統合し、飼料の製造と販売の効率化を図ります。
生産者と地域ブランドを守るため、行政とも協力しながらより
一層の支援を考えています。
　今年の10月には、和牛のオリンピックとも呼ばれる「全国
和牛能力共進会」が鹿児島県で開かれます。県内一丸となっ
て牛肉の品質の高さをアピールし、ブランド力を高められる
よう、生産者と一緒に頑張っていきます。

（
農
）伍
協
牧
場
の
牛
舎
を
訪
問
。

共
進
会
に
向
け
て
、肉
牛
の
生

育
を
確
認  

びほく広域営農
経済センター
販売課

やまもと りる

山本 璃瑠

7月の岡山県内19歳以下の新規感染者数割合は、全体の
30%を超え、増加傾向にあります。新学期に備えるととも
に予期せぬ出費（収入減）に備えませんか？

（岡山県感染情報センター調べ）

Point� Point�
入院日額保障から入院一
時金保障に！！（※1）

子どもの看病で仕事
を休まなければなら

なくなった時の収入減や通
院交通費など、一時金だか
らこそ何にでも使えます。

入院はもちろん、自
宅療養・ホテル療養

でもお支払いの対象になり
ます。（※2）

新型コロナウイルス感染症に
よる入院も、お支払い対象です！

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者・窓口担当者まで
お問い合わせください。
●この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約
概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

［22331000229］

※1 お支払いには所定の要件があります。
※2 医療機関・公的機関の証明を提出していただくなどの所定の条件があります。

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

意外にかかる子どもの入院費用！！
無料なのは医療費だけ、 差額ベッド代 ・食事代は実費です！！

ほ
ん
と
に

大
丈
夫
？

子育て中のパパ・ママ
必見

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ 20HAREBARE



　
令
和
４
年
度
７
月
期
理
事
会
を
７
月
29
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
倉
敷
か
さ
や
統

括
本
部
】西
阿
知
支
店
及
び
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
建
て
替
え
／
第
２
号
議
案
：【
び
ほ
く
統

括
本
部
】田
土
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
色
彩
選
別
機
更

新
／
第
３
号
議
案
：【
新
見
統
括
本
部
】農
業

倉
庫
再
編
整
備
に
伴
う
米
低
温
倉
庫
の
新
築

／
第
４
号
議
案
：【
真
庭
統
括
本
部
】【
津
山
統

括
本
部
】補
助
事
業
を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡

大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ

ド
ウ
）／
第
５
号
議
案
：
資
産
査
定
規
程
の
一

部
変
更
／
第
６
号
議
案
：
退
任
理
事
に
対
す

る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
／
第
７
号
議
案
：

理
事
に
対
す
る
貸
付
／
第
８
号
議
案
：
令
和
３

年
度
岡
山
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
状
況
報
告
／
第
９
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
６
月
末
事
業
実
績

／
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
２
０
２
１
事
業
年

度
末
基
準
）結
果
報
告
／
相
談
・
苦
情（
令
和

４
年
度
第
１
四
半
期
）／
事
務
ミ
ス
等（
令
和
４

年
度
第
１
四
半
期
）／
反
社
会
的
勢
力
排
除
対

応
・
管
理
先
対
応
状
況（
令
和
４
年
度
第
１
四

半
期
）／
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出（
令
和
４
年
度

第
１
四
半
期
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
／
そ
の

他（
①
令
和
４
年
度
統
括
本
部
総
代
会
事
前
説

明
会
等
の
主
な
意
見
／
②
津
山
発
電
所
導
水

路
第
３
期
補
修
工
事
の
入
札
延
期
）

　
国
税
庁
で
は
毎
年
、
全
国
の
民
有
地
に
つ
い

て
土
地
な
ど
の
評
価
額
の
基
準
と
な
る
路
線
価

及
び
評
価
倍
率
表
を
定
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
分
の
路
線
価
図
な
ど
に
つ
い
て
は
、

７
月
１
日（
金
）か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
加
入
で

き
る
公
的
年
金
で
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

と
し
て
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
所
得
税
や

住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
保
険
料
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
業
者
年
金
基
金

（
専
門
相
談
員
：
０
３
ー
３
５
０
２
ー
３
１
９
９
）

ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
白
桃
や
ブ
ド
ウ
、

夏
秋
ト
マ
ト
な
ど
の

特
産
が
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
る
の
を
目

前
に
控
え
、
７
月
中

旬
に
常
勤
役
員
ら
が

地
元
市
場
や
東
京
・

大
阪
な
ど
主
要
市

場
を
連
日
訪
問
し

ま
し
た
。
役
員
自
ら
仲
買
人
な
ど
市
場
関
係

者
に
産
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
石
我
組
合
長
は
、「
市
場
と
も
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
に

喜
ば
れ
る
方
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
」と
話
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
7
月
22
日
、
生
産
資
材
高

騰
対
策
な
ど
を
与
党
に
要
請
す
る
Ｊ
Ａ
緊
急
全

国
大
会
を
東
京
都
内
で
開
き
ま
し
た
。
全
国
の

Ｊ
Ａ
代
表
者
ら
が
参
加
し
、
肥
料
高
騰
対
策
の

創
設
、
化
学
肥
料
を
節
減
す
る
環
境
調
和
型

農
業
や
堆
肥
の
利
用
促
進
へ
の
支
援
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
県
選
出

与
党
国
会
議
員
９
人
を
訪
問
し
、
要
請
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
適
正
な
使
い
方
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
作
業
時
は
腰
タ
オ
ル
な
ど
巻
き
込
ま
れ
や
す

い
も
の
は
さ
け
る

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
袖
口
を
締
め
る

□
詰
ま
っ
た
ワ
ラ
を
取
り
除
く
場
合
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る

□
畦
畔
を
乗
り
越
え
る
時
は
低
速
度
で
直
角
に

行
い
、
溝
や
あ
ぜ
を
渡
る
場
合
は
あ
ゆ
み
板

を
使
用
す
る

□
あ
ゆ
み
板
で
の
ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
下
ろ
し
は

ゆ
っ
く
り
と
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
レ
バ
ー
・
副
変

速
レ
バ
ー
は
操
作
し
な
い

□
共
同
作
業
者
や
補
助
者
の
位
置
を
常
に
確

認
し
、
始
動
時
に
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
で
合

図
す
る

□
方
向
転
換
の
際
は
、周
囲
の
安
全
確
認
を
徹

底
す
る

□
夕
暮
れ
時
に
は
、早
め
に
ラ
イ
ト
を

　
点
灯
す
る

　
令
和
3
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
全
国
表
彰
で
、
渉
外
担
当
職
員
11
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
提
案
を
通
じ

て
、地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
。

▼
藤
原
貴
光
・
中
浜
光
将
・
長
谷
川
大
耀
・

藤
原
司
・
田
辺
正
樹（
通
算
表
彰
10
回
該
当
）・

小
野
健
太
・
宮
田
秀
真
・
土
門
江
美
・
小
川

雅
之
・
土
岐
辰
弥
・
川
﨑
宏
平（
通
算
表
彰
10

回
該
当
）

理
事
会
だ
よ
り

支
店
建
て
替
え
、
農
業
施
設
の
整
備
ほ
か

国
税
庁
H
P
で
路
線
価
図
な
ど
公
開

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
場
と
協
力
体
制
強
め
る

青
果
物
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

肥
料
高
騰
対
策
万
全
に

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

豊
か
な
老
後
に
備
え
て

「
農
業
者
年
金
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か

J
A
共
済
の
全
国
表
彰
に
11
人

も
っ
と
助
け
合
い
の
輪
を

和牛子牛セリ市況

成　績

※飼料高止まり肥育農家の購買意欲低く前月比2万1,787円安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

816,200円
898,700円
898,700円

515,900円
670,556円
600,207円

288㎏
311㎏
301㎏

最高価格 平均価格
123
146
269

7月22日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

ふ
じ
わ
ら

ふ
じ
わ
ら
つ
か
さ

た
か
み
つ

お
の

け
ん
た

ま
さ
ゆ
き

ど
き

た
つ
や

か
わ
さ
き
こ
う
へ
い

み
や
た

し
ゅ
う
ま

ど
も
ん

え
み

お
が
わ

た
な
べ

ま
さ
き

な
か
は
ま

は
せ
が
わ

た
い
よ
う

み
つ
ま
さ

大阪市場を訪問した石我組合長（中央）ら

作業に適した服装

代表理事専務　内藤　敏男 （ないとう　としお）
防
ご
う
！
農
作
業
事
故

コ
ン
バ
イ
ン
編

STOP
農作業事故

飼料高対策、和牛全共に全力を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

◀

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
て
２
年
目
で
す
。
１
年
目
は
支
店
で
信

用
・
共
済
の
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。今
年
３
月
か
ら
、

び
ほ
く
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
販
売
課
に
配
属
さ
れ
、

園
芸
作
物
の
販
売
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
び
ほ
く
統
括
本
部
管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
物

の
販
売
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
学
び
を
深

め
て
い
く
毎
日
で
す
。

　
管
内
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
。
び
ほ
く
地
域
は
県
内
有
数
の
産
地
で
あ
り
、
県

産
出
荷
量
の
約
30
％
が
び
ほ
く
産
ブ
ド
ウ
で
す
。

「
ピ
オ
ー
ネ
」に
お
い
て
は
、
赤
秀「
美
王
®
」、

さ
ら
に
そ
の
上
を「
特
秀
」と
し
、
外

観
や
味
が
特
に
優
れ
た
最
上
級
品
と

位
置
づ
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
誇
る
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

び
お
う

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

全農岡山県本部　大阪事務所
所　長 豊田　晃大

とよた こうだい

　
生
産
者
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
今
年
の

モ
モ
の
出
来
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

６
月
前
半
頃
ま
で
は
、〝
10
年
来
の
豊
作
〞

と
の
情
報
で
し
た
が
、
元
々
の
着
果
量
の

多
さ
に
加
え
、
例
年
に
な
い
降
水
量
の
少

な
さ
で
小
玉
傾
向（
数
量
減
）の
現
状（
７

月
10
日
時
点
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
に
お
い
て
は
、量
販
さ
れ
る
山
梨
産
、

地
元
感
覚
の
和
歌
山
産
が
モ
モ
の
２
大
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
乳
白
色
で
滑
ら

か
食
感
の
岡
山
白
桃
を
店
頭
で
扱
い
た
い

と
の
要
望
は
、
果
実
専
門
店
や
ス
ー
パ
ー

の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
地

勢
上
、
岡
山
県
に
所
縁
の
あ
る
方
が
多
く

居
住
し
、
郷
土
の
モ
モ
を
食
べ
た
り
贈
っ

た
り
し
た
い
と
い
う
需
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
中
華
圏
で
も
孫
悟
空
の
食
べ
た
不
老
不

死
の
実（
蟠
桃
の
よ
う
で
す
）と
し
て
引
き

合
い
が
強
く
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
箱
の
ほ
か
、
化

粧
箱
の
形
で
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
海
外
で
も
、「
清
水
白
桃
」は
別
格

の
扱
い
を
受
け
て
い
る
人
気
の
品
種
で
す
。

贈
り
も
の
に「
岡
山
の
白
桃
」

海
外
で
も
人
気

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
に
集
ま
っ
た
県
産
の

モ
モ
。専
門
店
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
の
要
望
も
多
い

　「なぎビーフ®」を生産する奈義町の（農）伍協牧場を訪問
しました。牛舎がきれいで肉牛もよく育っていて感動しました。
世界情勢の不安定化が影響して、飼料代が1.8倍に高騰し、
経営への逼迫を危惧しています。JAグループは飼料会社４
社を経営統合し、飼料の製造と販売の効率化を図ります。
生産者と地域ブランドを守るため、行政とも協力しながらより
一層の支援を考えています。
　今年の10月には、和牛のオリンピックとも呼ばれる「全国
和牛能力共進会」が鹿児島県で開かれます。県内一丸となっ
て牛肉の品質の高さをアピールし、ブランド力を高められる
よう、生産者と一緒に頑張っていきます。

（
農
）伍
協
牧
場
の
牛
舎
を
訪
問
。

共
進
会
に
向
け
て
、肉
牛
の
生

育
を
確
認  

びほく広域営農
経済センター
販売課

やまもと りる

山本 璃瑠

7月の岡山県内19歳以下の新規感染者数割合は、全体の
30%を超え、増加傾向にあります。新学期に備えるととも
に予期せぬ出費（収入減）に備えませんか？

（岡山県感染情報センター調べ）

Point� Point�
入院日額保障から入院一
時金保障に！！（※1）

子どもの看病で仕事
を休まなければなら

なくなった時の収入減や通
院交通費など、一時金だか
らこそ何にでも使えます。

入院はもちろん、自
宅療養・ホテル療養

でもお支払いの対象になり
ます。（※2）

新型コロナウイルス感染症に
よる入院も、お支払い対象です！

詳しくは、お近くの支店の渉外担当者・窓口担当者まで
お問い合わせください。
●この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約
概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

［22331000229］

※1 お支払いには所定の要件があります。
※2 医療機関・公的機関の証明を提出していただくなどの所定の条件があります。

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

意外にかかる子どもの入院費用！！
無料なのは医療費だけ、 差額ベッド代 ・食事代は実費です！！

ほ
ん
と
に

大
丈
夫
？

子育て中のパパ・ママ
必見

JAグループだから簡単!安心!安い!　　　　　　　　　　　のお申し込み・ご相談はお近くのJAへ21 HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
レ
シ
ピ
を
活
用
し
て
、
た
く
さ
ん

の
野
菜
を
食
べ
た
い
で
す
。

井
原
市
・
は
る
さ
ん（
40
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
キ
ュ
ウ
リ

の
佃
煮
作
っ
て
み
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

栽
培
が
上
手
く
で
き
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
家
庭
菜
園
の
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
！

高
梁
市
・
ぺ
ぺ
さ
ん（
30
代
）

▼
今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
く
て
外
出
す
る

気
に
な
れ
ず
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
家
に

引
き
こ
も
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、モ
モ
・

ブ
ド
ウ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
夏
の

恵
み
の
写
真
を
見
て
食
べ
た
く
な
り
、
直

売
所
に
行
き
ま
し
た
。
岡
山
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
と
感
じ
る
季
節
で
す
。

倉
敷
市
・
ひ
ま
わ
り
さ
ん（
50
代
）

▼
新
規
就
農
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
の

記
事
や
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
な
ど
、
私
も

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
永
池 

恵
子
さ
ん（
40
代
）

▼
表
紙
の
木
戸
さ
ん
夫
妻
の
笑
顔
が
と
て

も
素
敵
で
す
。こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
キ
ュ

ウ
リ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
キ
ュ
ウ
リ
漬

け
と
キ
ュ
ウ
リ
の
佃
煮
を
作
り
ま
し
た
。

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

倉
敷
市
・
中
村 

久
子
さ
ん（
60
代
）

▼
キ
ュ
ウ
リ
や
シ
ソ
が
た
く
さ
ん
で
き
て

食
べ
切
る
の
に
思
案
し
て
い
ま
し
た
。キ
ュ

ウ
リ
の
佃
煮
も
い
い
で
す
ね
。
漬
物
も
た

く
さ
ん
種
類
が
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
作
っ

て
、
近
所
へ
も
お
す
そ
わ
け
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
・
馬
越 

京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
毎
年
東
京
へ
清
水
白
桃
を
送
り
、
大
変

好
評
で
う
れ
し
い
で
す
。
今
年
は
特
に
お

い
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
武
政 
弘
子
さ
ん（
80
代
）

▼
キ
ュ
ウ
リ
漬
け
に
一
味
や
ゴ
マ
油
を
プ
ラ

ス
し
て
大
人
の
味
に
し
て
い
ま
す
。
ど
っ

ち
も
う
ま
い
ぞ
！

津
山
市
・
岡
田 

真
二
さ
ん（
40
代
）

▼
毎
日
毎
日
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ

て
い
ま
す
。
飽
き
て
い
る
の
に
猿
に
取
ら

れ
る
と
や
っ
ぱ
り
悔
し
い
で
す
ね
。

真
庭
市
・
オ
レ
ン
ジ
さ
ん（
50
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
！
」の
写
真
を
見
る
と

元
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
ぜ
ひ
い
ろ

ん
な
地
域
の
写
真
を
た
く
さ
ん
載
せ
て
ほ

し
い
で
す
。

新
見
市
・
ア
キ
や
ん
さ
ん（
40
代
）

▼
全
国
か
ら
I
タ
ー
ン
で
岡
山
県
に
就
農

者
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

奈
義
町
・
森
安 

勝
廣
さ
ん（
60
代
）

▼
推
し
名
物
ま
つ
り「
桃
の
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」は
岡
山
な
ら
で
は
の
商
品
で
、
知
人

や
親
戚
へ
の
い
い
お
土
産
で
す
。

総
社
市
・
小
原 

雅
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
！
」は
農
業
に
興
味
を

持
つ
こ
と
で
食
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
食
農
体
験
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

津
山
市
・
高
務 

敬
子
さ
ん（
60
代
）

▼
い
つ
も「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
誌
面
か
ら
伝
わ
る
、
農
家
の

み
な
さ
ん
が
農
業
に
汗
を
流
す
姿
を
頼

も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

和
気
町
・
安
本 

凱
巳
さ
ん（
70
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
見
て
さ
っ

そ
く
キ
ュ
ウ
リ
漬
け
を
作
り
ま
し
た
。
一

週
間
ほ
ど
し
っ
か
り
つ
け
る
と
よ
り
お
い

し
い
ら
し
い
の
で
、
一
週
間
後
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
で
き
た
ら
娘
た
ち
に
も

お
す
そ
わ
け
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

笠
岡
市
・
石
田 

照
美
さ
ん（
70
代
）

▼
10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を

植
え
、
毎
年
収
穫
、
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
食
し
て
い
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
お
腹

の
調
子
も
整
え
て
く
れ
安
全
安
心
、
そ
の

上
安
上
が
り
。
こ
れ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参

加
し
て
い
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
！
う
れ

し
い
で
す
。

真
庭
市
・
井
上 

小
夜
子
さ
ん（
60
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

女郎花と書く秋の七草。同じ―科
の植物にオトコエシというのもあります
頭隠して―隠さず
すいっちょんと鳴く虫
インフレのときに上がります
贈答品に付けます
風が吹くともうかるかも
フェルメールの代表作『真珠の―
の少女』
店の中に他の客はいません
薬の―は徐々に表れた
紙を燃やすと残ります
10を3回掛け合わせると

1

2
3
4
6
9
10

11
13
14
16

令和4年9月23日は―の日。国民の祝日です
秋は稲や栗、ブドウなどいろいろな作
物が―を迎える季節です
竹や梅と並んでめでたい植物
幸水や豊水が広く作られています
『赤ずきん』ではおばあさんに化けました
節約のために―簿を付け始めた
楽団の前でタクトを振ります
お彼岸には掃除に行って手を合わ
せる人が増えます
ピンチなんです！
長く続けると足がしびれることも
―コーヒー、―フットボール

2
5

7
8
9
11
12
14

15
16
17

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年9月9日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「アワオドリ」
応募総数
748件

上向きに咲くひまわり
今年もおいしい

スイカができました!

倉
敷
市
　小
郷 

友
子
さ
ん

備
前
市
　大
森 

里
美
さ
ん

赤
磐
市
　鷹
取 

幸
栄
さ
ん

井
原
市
　西
村 

ル
リ
子
さ
ん

岡
山
市
　山
谷 

睦
子
さ
ん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西
日
本
豪
雨
か
ら
先
月
で

4
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
尊
い
命
も
失
わ
れ
、
自
然
の

脅
威
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
人
間
の
無
力
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
無
力
さ
を
感
じ
る
一
方
で
、
心
に
響
く
の
が

手
を
取
り
合
う
人
々
の
温
か
さ
。
ど
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
懸
命
に
人
命
救
助
を
行
う
姿
、
支
援
の
輪
の
広

が
り
を
報
道
で
目
に
し
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ
協
同
組
合

の
根
幹
を
な
す
「
協
同
の
精
神
」
が
息
づ
い
て
い
る
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
面
の
復
旧
が
急
が

れ
る
一
方
で
、
そ
っ
と
心
に
寄
り
添
い
支
え
合
え
る
、

心
の
支
援
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。（
別
所
、
べっ
ち
ゃ
ん
）

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ひまわり迷路で見つけた1本です。
美作市・中島 克子さん

じいじの作る野菜はおいしいと
孫や娘たちに好評です！
備前市・しんちゃんばあばさん

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「リンドウ（20本）」を
プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!

JAオリジナル商品！！ 
この機会にぜひご賞味ください。

下記の商品は、JA 共済の地域貢献活動事業を活用し開発しています。

7 14
9 14

岡
山
県
産

桃
太
郎
ト
マ
ト

詳しくは、お近くのJAまたはおかやまキムラヤ各店の店頭ポスターをご覧ください。
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
レ
シ
ピ
を
活
用
し
て
、
た
く
さ
ん

の
野
菜
を
食
べ
た
い
で
す
。

井
原
市
・
は
る
さ
ん（
40
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
キ
ュ
ウ
リ

の
佃
煮
作
っ
て
み
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

栽
培
が
上
手
く
で
き
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
家
庭
菜
園
の
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
！

高
梁
市
・
ぺ
ぺ
さ
ん（
30
代
）

▼
今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
く
て
外
出
す
る

気
に
な
れ
ず
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
家
に

引
き
こ
も
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、モ
モ
・

ブ
ド
ウ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
夏
の

恵
み
の
写
真
を
見
て
食
べ
た
く
な
り
、
直

売
所
に
行
き
ま
し
た
。
岡
山
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
と
感
じ
る
季
節
で
す
。

倉
敷
市
・
ひ
ま
わ
り
さ
ん（
50
代
）

▼
新
規
就
農
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
の

記
事
や
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
な
ど
、
私
も

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
永
池 

恵
子
さ
ん（
40
代
）

▼
表
紙
の
木
戸
さ
ん
夫
妻
の
笑
顔
が
と
て

も
素
敵
で
す
。こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
キ
ュ

ウ
リ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
キ
ュ
ウ
リ
漬

け
と
キ
ュ
ウ
リ
の
佃
煮
を
作
り
ま
し
た
。

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

倉
敷
市
・
中
村 

久
子
さ
ん（
60
代
）

▼
キ
ュ
ウ
リ
や
シ
ソ
が
た
く
さ
ん
で
き
て

食
べ
切
る
の
に
思
案
し
て
い
ま
し
た
。キ
ュ

ウ
リ
の
佃
煮
も
い
い
で
す
ね
。
漬
物
も
た

く
さ
ん
種
類
が
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
作
っ

て
、
近
所
へ
も
お
す
そ
わ
け
し
て
い
ま
す
。

井
原
市
・
馬
越 

京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
毎
年
東
京
へ
清
水
白
桃
を
送
り
、
大
変

好
評
で
う
れ
し
い
で
す
。
今
年
は
特
に
お

い
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
武
政 

弘
子
さ
ん（
80
代
）

▼
キ
ュ
ウ
リ
漬
け
に
一
味
や
ゴ
マ
油
を
プ
ラ

ス
し
て
大
人
の
味
に
し
て
い
ま
す
。
ど
っ

ち
も
う
ま
い
ぞ
！

津
山
市
・
岡
田 

真
二
さ
ん（
40
代
）

▼
毎
日
毎
日
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ

て
い
ま
す
。
飽
き
て
い
る
の
に
猿
に
取
ら

れ
る
と
や
っ
ぱ
り
悔
し
い
で
す
ね
。

真
庭
市
・
オ
レ
ン
ジ
さ
ん（
50
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
！
」の
写
真
を
見
る
と

元
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
ぜ
ひ
い
ろ

ん
な
地
域
の
写
真
を
た
く
さ
ん
載
せ
て
ほ

し
い
で
す
。

新
見
市
・
ア
キ
や
ん
さ
ん（
40
代
）

▼
全
国
か
ら
I
タ
ー
ン
で
岡
山
県
に
就
農

者
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

奈
義
町
・
森
安 

勝
廣
さ
ん（
60
代
）

▼
推
し
名
物
ま
つ
り「
桃
の
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」は
岡
山
な
ら
で
は
の
商
品
で
、
知
人

や
親
戚
へ
の
い
い
お
土
産
で
す
。

総
社
市
・
小
原 

雅
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
！
」は
農
業
に
興
味
を

持
つ
こ
と
で
食
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
食
農
体
験
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

津
山
市
・
高
務 

敬
子
さ
ん（
60
代
）

▼
い
つ
も「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
誌
面
か
ら
伝
わ
る
、
農
家
の

み
な
さ
ん
が
農
業
に
汗
を
流
す
姿
を
頼

も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

和
気
町
・
安
本 

凱
巳
さ
ん（
70
代
）

▼「
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
見
て
さ
っ

そ
く
キ
ュ
ウ
リ
漬
け
を
作
り
ま
し
た
。
一

週
間
ほ
ど
し
っ
か
り
つ
け
る
と
よ
り
お
い

し
い
ら
し
い
の
で
、
一
週
間
後
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
で
き
た
ら
娘
た
ち
に
も

お
す
そ
わ
け
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

笠
岡
市
・
石
田 

照
美
さ
ん（
70
代
）

▼
10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を

植
え
、
毎
年
収
穫
、
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
食
し
て
い
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
お
腹

の
調
子
も
整
え
て
く
れ
安
全
安
心
、
そ
の

上
安
上
が
り
。
こ
れ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参

加
し
て
い
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
！
う
れ

し
い
で
す
。

真
庭
市
・
井
上 

小
夜
子
さ
ん（
60
代
）
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女郎花と書く秋の七草。同じ―科
の植物にオトコエシというのもあります
頭隠して―隠さず
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インフレのときに上がります
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物が―を迎える季節です
竹や梅と並んでめでたい植物
幸水や豊水が広く作られています
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「アワオドリ」
応募総数
748件

上向きに咲くひまわり
今年もおいしい

スイカができました!

倉
敷
市
　小
郷 

友
子
さ
ん

備
前
市
　大
森 

里
美
さ
ん

赤
磐
市
　鷹
取 

幸
栄
さ
ん

井
原
市
　西
村 

ル
リ
子
さ
ん

岡
山
市
　山
谷 

睦
子
さ
ん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西
日
本
豪
雨
か
ら
先
月
で

4
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
尊
い
命
も
失
わ
れ
、
自
然
の

脅
威
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
人
間
の
無
力
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
無
力
さ
を
感
じ
る
一
方
で
、
心
に
響
く
の
が

手
を
取
り
合
う
人
々
の
温
か
さ
。
ど
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
懸
命
に
人
命
救
助
を
行
う
姿
、
支
援
の
輪
の
広

が
り
を
報
道
で
目
に
し
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ
協
同
組
合

の
根
幹
を
な
す
「
協
同
の
精
神
」
が
息
づ
い
て
い
る
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
面
の
復
旧
が
急
が

れ
る
一
方
で
、
そ
っ
と
心
に
寄
り
添
い
支
え
合
え
る
、

心
の
支
援
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。（
別
所
、
べっ
ち
ゃ
ん
）

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ひまわり迷路で見つけた1本です。
美作市・中島 克子さん

じいじの作る野菜はおいしいと
孫や娘たちに好評です！
備前市・しんちゃんばあばさん

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「リンドウ（20本）」を
プレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!

JAオリジナル商品！！ 
この機会にぜひご賞味ください。

下記の商品は、JA 共済の地域貢献活動事業を活用し開発しています。

7 14
9 14

岡
山
県
産

桃
太
郎
ト
マ
ト

詳しくは、お近くのJAまたはおかやまキムラヤ各店の店頭ポスターをご覧ください。
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リ
ン
ド
ウ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

（上）自由に仕上げた作品の数々／（下）リンドウを育てる園生ら

晴れびと！

“花は心のビタミン”
花育で産地に恩返し

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2022年8月20日発行（毎月20日発行）

Vol.29　2022年　9月号 
ホームページ
随時更新中！！

で紹介しました！！

特 集
この秋食べたい
農家自慢の新作

2022

vo l .29
9

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

　
　平
和
を
願
う

 

制  

作
社
会
福
祉
法
人

　
　
　健
康
の
森
学
園

シイタケ栽培に用いる原木
(クヌギ・コナラ・シイなど）を花器に活
用しました。原木は適度な長さに切断し、ドリルで深さ３cm
ほどの穴を開け、そこに水分を吸わせたオアシスを詰めます。花の色や向き、
茎の長さなどを考慮し、バランスよくリンドウを差し込んで完成です。
今回はウクライナの平和を願い、国旗をイメージして黄色に染めたリンドウを
加えました。

ポイント
リンドウは草丈が長く段々に
花を付けるので、使いやす
い長さに切ります。下段の
切れ端も裾の部分に飾るこ
とで、より華やかに仕上が
ります。日常生活で

リンドウを楽しんでね！
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